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平成21年２月号３ 平成21年２月号 ２

はい

期
間
は
、
２
月
16
日
～
３
月
16
日
で
す

　
市･

県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
は
正
し
く
お
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
申
告
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
申
告
相
談
会
場
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※次に該当する方は、確定申告が必要になりますのでご注意ください。
　・事業所得、不動産所得のある方や、年金受給者などで平成20年中の所得金額の合計が各種所得控除
　　などの合計額を超える方《市・県民税と所得税（確定申告）の所得控除額は異なるものがあります
　　のでお気をつけください》
　（給与所得者）
　・給与の収入が2,000万円を超える方　 ・給与を2カ所以上から受けている方
　・給与所得者で、給与所得および退職所得以外の所得の合計額が20万円を超える方
※市・県民税の申告では所得税の還付は受けられません。確定申告が必要です。
※他にも確定申告が必要になる場合があります｡詳しくは、信濃中野税務署（☎２２－３１５１）また
は市役所税務課（☎２２－２１１１内線２２５）までお問い合わせください。

　市・県民税の申告書は、前年の申告状況および平成20年中に会社を退
職された方などにお送りしています。
　申告書が送られてこない場合でも、下の図により「市・県民税の申告
が必要です」になる方は、市役所税務課へお問い合わせください。

市・県民税の申告が必要な方は

平成21年１月１日現在中
野市に居住していました
か？

中野市内に事務所 ･ 事業
所･家屋敷がありますか？

※平成21年１月１日現在居住してい
た市町村に申告が必要かお問い合
わせください。

　※中野市での均等割とは別に、平
成21年１月１日現在居住していた
市町村に市・県民税の申告が必要
かお問い合わせください。

※収入がない方で親族の扶養になっ
ている方は申告の必要はありません。

　（扶養している方の申告書又は源
泉徴収票をご確認ください）

※確定申告をされた方は、市・県民
税の申告は不要です。

※ただし、生命保険料、社会保険料
などの控除を受けられる方は申告
してください。

※ただし、年末調整されていない生
命保険料、社会保険料などの控除
を受けられる方は申告してください。

 中野市での
 市 ･ 県民税の申告は不要です

均等割が課税されます。ただし、
賃貸している等で課税されない
場合もありますので、税務課ま
でご連絡ください。

平成20年１月１日から平
成20年12月31日までに収
入がありましたか？

所得税、市・県民税の申告
上で、親族の扶養になって
いますか？

税務署へ確定申告をしますか？

あなたは給与所得者です
か？（アルバイトも含み
ます）

あなたの収入は公的
年金（遺族年金、障
害者年金は除く）の
みですか？

給与所得のほかに、公的
年金収入以外の所得があ
りますか？（事業所得・
不動産所得・保険契約な
どに基づく年金など）

会社から中野市
へ、給与支払報告
書は提出されてい
ますか？

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

期日
２月 ３月

16 17 18 19 20 23 24 25 26 27 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13 16
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月

対
象
地
区

中
野
会
場

還
付
申
告

中
野

日
野

延
徳

平
野

高
丘

長
丘

平
岡

科
野 倭

還
付
申
告

中
野

日
野

延
徳

平
野

高
丘

長
丘

平
岡

科
野 倭 中

野

豊
田
会
場

上
今
井

上
今
井

豊
津

豊
津

豊
津

永
田

永
田

永
田

永
田
＊中野会場は、市民会館４１号会議室（2階）、豊田会
場は、豊田支所大会議室（2階）で行います。
＊2月２７日㈮以降は、中野会場のみとなります。

※2月16日、3月2日の「還付申告」日は､給与､年金所得の所得税の還付を受ける方（市内全地区）を対
象とします｡なお､対象地区の指定日に来られない方も相談は受けられますが、混雑をさけるため、でき
るだけ対象地区日にご来場くださるようお願いします。

◇申告相談日程 受付時間　午前８時～午後３時（申告相談の開始は午前９時から）

　
左
の
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
市
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
な
方
は
、
２
月
16
日
㈪
か
ら

３
月
16
日
㈪
ま
で
の
間
に
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
課
税
の
基
礎

資
料
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
所
得
証
明
あ

る
い
は
課
税
証
明
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

や
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保
育
料
の
算
定

お
よ
び
年
金
・
各
種
手
当
な
ど
の
基
礎
資

料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
と
印
鑑

●
所
得
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
事
業
所

得
の
収
支
内
訳
書
な
ど
）

●
医
療
費
の
領
収
書
、
生
命
保
険
料
等
の

証
明
書
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
（
国
民

年
金
保
険
料
に
係
る
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
場
合
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類
が

必
要
に
な
り
ま
す
）

⑴
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類
は
、
す
べ
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

⑵
配
偶
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
ご
家
族
の
所
得
の
内
容
、
金
額
な

ど
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
の
支
払
総
額
な

ど
計
算
の
で
き
る
も
の
は
、
事
前
に
済

ま
せ
て
か
ら
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
昨
年
一
年
間

の
所
得
と
税
額
を
自
分
で
計
算
し
て
、
申

告
・
納
付
す
る
手
続
き
で
す
。

　
２
月
16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
の

間
に
、
信
濃
中
野
税
務
署
へ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
の
終
了
間
近
に
な
る
と
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
の
手
続
き
を
早

め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

信
濃
中
野
税
務
署
（
☎
�
３
１
５
１
）

　
市･

県
民
税

　
所
得
税

市
・
県
民
税
の

　
申
告
は
市
役
所
へ

申
告
相
談
に
必
要
な
物

申
告
相
談
を
受
け
ら

　

れ
る
方
へ
の
お
願
い

確
定
申
告
は
お
早
め
に

の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

市・県民税の申告が必要です

は じ ま り

税



平成21年２月号7 平成21年２月号 ４５

　
中
野
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
を
現
実
の

行
政
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
か
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
計
画
で
す
。

　
今
回
の
実
施
計
画
で
は
、
前
期

基
本
計
画
で
定
め
ら
れ
た
施
策
を

具
体
化
し
、
さ
ら
に
詳
細
に
つ
い

て
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
の
指
針

に
な
る
と
と
も
に
具
体
的
に
予
算

へ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
期
間
は
三
カ
年

で
、
毎
年
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
中
野
市
総
合
計
画
基
本
構
想

（
平
成
十
九
～
二
十
八
年
度
）
、

前
期
基
本
計
画
（
平
成
十
九
～

二
十
三
年
度
）
お
よ
び
実
施
計
画

（
平
成
十
九
～
二
十
一
年
度
）
を

平
成
十
九
年
二
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　
そ
の
際
、
都
市
像
と
し
て
『
緑

豊
か
な
ふ
る
さ
と
　
文
化
が
香
る

元
気
な
ま
ち
』
と
定
め
ま
し
た
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
に
策
定

し
た
実
施
計
画
（
平
成
二
十
～

二
十
二
年
度
）
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
必
要
性
、
効
果
等
に

つ
い
て
再
度
見
直
し
を
行
い
、
さ

ら
に
事
業
の
計
画
に
あ
っ
て
は
、

単
に
市
単
独
事
業
と
せ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
し

た
。

　
地
方
債
や
債
務
負
担
を
伴
う
事

業
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
負
担
を

十
分
考
慮
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三

年
度
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

・
市
役
所
政
策
情
報
課

・
豊
田
支
所
地
域
振
興
課　

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

※
市
役
所
お
よ
び
豊
田
支
所
で
の

公
表
時
間
は
、
平
日
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十

分
ま
で
で
す
。

　

二
月
十
九
日
㈭

　
文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

中野市実施計画（案）
      （平成 21 ～ 23 年度）

に皆様のご意見をお寄せ下さい
　
市
で
は
、
実
施
計
画
（
平
成
二
十
一
～
二
十
三
年

度
）
の
策
定
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、
広
く
市
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

  

実
施
計
画
と
は

  

計
画
の
経
過

  

策
定
の
方
針
、
状
況

  

計
画
の
期
間

  

計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

　
な
お
、
様
式
は
任
意
で
す
が
、

提
出
さ
れ
た
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
、
氏
名
（
法
人
そ
の
他

の
団
体
に
あ
っ
て
は
名
称
お
よ
び

代
表
者
名
）
、
電
話
番
号
を
必
ず

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見

へ
の
対
応
状
況
は
、
ま
と
ま
り
次

第
、
広
報
紙
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の
で
、

個
々
へ
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
な
ど
個
人
情
報
に
関
す
る
事
項

を
除
き
、
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）
中
野
市
役
所
政
策
情
報

課
政
策
推
進
係
（
☎
�
２
１
１
１

内
線
２
１
６
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
　
�
０
３
４
９

電
子
メ
ー
ル
　seisaku@

city.
nakano.nagano.jp

※
ご
意
見
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ

く
場
合
は
、
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
総
務
係
（
☎
�
３
１
１
１

内
線
１
２
０
）
へ
も
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

ご
意
見
の
募
集
期
限

  

ご
意
見
の
提
出
方
法
等

▲計画の構成

  

ご
意
見
の
取
り
扱
い

  

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
税
源
移
譲
に
伴
い
、
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
相
当
額
（
控
除
し
切
れ
な

か
っ
た
額
）
を
申
告
に
よ
り
翌
年

度
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
か
ら

税
額
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
も

対
象
と
な
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。（
申
告
を

し
な
い
と
税
額
控
除
が
さ
れ
ま
せ
ん
）

対
象
者
　
平
成
十
一
年
か
ら
平
成

十
八
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
次
の

①
ま
た
は
②
の
要
件
を
満
た
す
方

①
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
額

が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額

が
、
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
な

　
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
、

そ
の
年
の
四
月
一
日
に
お
い
て

六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給

者
（
そ
の
年
度
分
の
支
給
額
が
年

額
十
八
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年

金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金

等
を
同
日
に
お
い
て
受
給
し
て
い

る
方
）
で
、
そ
の
年
度
の
個
人
住

民
税
が
年
六
回
の
年
金
支
給
の
つ

ど
、
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
る
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
個
人
住
民

税
の
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
税

負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
控
除
制

度
が
、
こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
額
の

十
万
円
を
超
え
る
部
分
を
所
得
か

ら
控
除
す
る
「
所
得
控
除
方
式
」

か
ら
寄
附
金
額
の
五
千
円
を
超
え

る
部
分
（
上
限
額
は
総
所
得
金
額

等
の
三
十
㌫
）
を
、
直
接
税
額
か

り
、
控
除
し
切
れ
な
く
な
っ
た
方

②
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
可
能
額

が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
、
税

源
移
譲
前
で
も
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
が
税
源
移
譲
に
よ
り
控

除
し
切
れ
な
い
額
が
大
き
く

な
っ
た
方

申
告
期
限
　
三
月
十
六
日
㈪

提
出
先
　
市
役
所
税
務
課
（
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
税
務
署
を
通
じ
て
提
出
）

添
付
書
類
　
源
泉
徴
収
票
（
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　所得税・住民税の確定申告をされる方
で、次の方は控除の対象となります。
①精神障害者保健福祉手帳、身体障害者
　手帳・療育手帳および戦傷病者手帳な
　どの交付を受けている方
②寝たきり老人として市から認定されて
　いる方
③介護保険の要介護認定を受けている65
　　歳以上の方の中で、療育手帳や身体障
　害者手帳の交付を受けている方に準ず
　ると中野市福祉事務所長が認め、障害
　者控除対象者認定書の交付を受けた方
※「障害者控除対象者認定書」の交付が
　必要な方は、下記へご相談ください。
問い合わせ先　市役所健康長寿課介護保
険係（中野保健センター内）
☎（２２）２１１１（内線３６５）

確定申告における

老齢者の障害者控除

申
告
を
お
忘
れ
な
く

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

【地方公共団体以外への寄附金税制の改正】（平成21年度分個人市県民税から適用）
項　目 改　正　前 改　正　後

対 象 寄 附 金・県共同募金会　　　　　　・住所地の日本赤十字社支部
現行の対象寄附金に、所得税の
寄附金控除の対象となる寄附
金から市が定めたものを追加

控 除 方 式 所得控除方式 税額控除方式
控除対象限度額 総所得金額等の 25％ 総所得金額等の 30％
適 用 下 限 額 100,000 円 5,000 円
控 除 率 寄附金×税率（10％） 市・県民税合わせて 10％

ら
控
除
す
る
「
税
額
控
除
方
式
」

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄

附
金
の
う
ち
、
五
千
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
、
個
人
市
・
県
民

税
所
得
割
の
一
割
を
上
限
と
し
て

控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
制
度
の
導
入

寄
附
金
税
制
の
拡
充

【地方公共団体への寄附金税制の改正】
項　目 改　正　前 改　正　後

対 象 寄 附 金 都道府県または市区町村 都道府県または市区町村
控 除 方 式 所得控除方式 税額控除方式

控除対象限度額
総所得金額等の２５％ 総所得金額等の３０％
（他の寄附金との合計額） （他の寄附金との合計額）

適 用 下 限 額 100,000 円 5,000 円

控 除 率 寄附金×税率（10％） 適用下限額を超える部分につ
いて、一定の限度まで控除

市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
に
つ
い
て

市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
に
つ
い
て
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市
政
功
労
者

    （
部
門
別
順
不
同
・
敬
称
略
）

保
健
環
境
功
労
者

南
谷　

信
義
（
中
野
）

　
検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

杉
浦　

宏
子
（
上
今
井
）

　
検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

　

一
月
二
十
七
日
㈫
、
市
役
所
に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度

市
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
市
政
功
労
者
が
四
名
、

市
政
善
行
者
が
一
名
で
、
い
ず
れ
も
保
健
環
境
、
社
会
福

祉
、
産
業
の
各
分
野
で
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
御
尽
力
を

い
た
だ
い
た
皆
様
、
さ
ら
に
、
貴
重
な
金
品
を
寄
贈
い
た
だ

き
、
市
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　
市
役
所
で
行
っ
た
表
彰
式
で
は
、
小
田
切
市
長
か
ら
出
席

さ
れ
た
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
今
回
の
市
政
功
労
者
及
び
市
政
善
行
者
は
、
次
の
皆

様
で
す
。

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。	

社
会
福
祉
功
労
者

宮
嵜　

三
雄
（
平
野
）

　
中
野
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

長
、
同
委
員
並
び
に
平
野
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
長
と
し
て
福
祉
の

増
進
に
努
め
、
市
政
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。	

産
業
功
労
者

町
田　

郁
世
（
平
野
）

　
中
野
市
八
ケ
郷
土
地
改
良
区
理

事
長
、
同
理
事
と
し
て
農
業
の
振

興
に
努
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

小
林　

智
代
治
（
千
葉
県
）

　
ふ
る
さ
と
中
野
市
を
応
援
す
る

た
め
、
多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ

れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　

市
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰

平
成
二
十
年
度

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
。
い
ざ
災
害
と
な
る
と
自
然
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

　
平
成
十
八
年
七
月
豪
雨
で
は
市

内
各
所
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
、

多
く
の
住
民
が
避
難
さ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
内
を
流
れ
る
千
曲
川
は
、
上

流
部
に
比
べ
極
端
に
川
幅
が
狭

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

～
千
曲
川
の
築
堤
事
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
～

ま
っ
て
い
る
た
め
「
立
ヶ
花
狭
窄

（
き
ょ
う
さ
く
）
部
」
と
呼
ば
れ
、

千
曲
川
沿
川
地
域
全
体
の
治
水
を

考
え
る
上
で
重
要
な
箇
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
立
ヶ
花
狭
窄
部
開
削
の

際
に
も
、
安
全
に
洪
水
が
流
せ
る

よ
う
、
治
水
安
全
度
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
河
川
管
理
を
担
当
す
る

国
土
交
通
省
の
千
曲
川
河
川
事
務

所
で
は
、
「
中
野
市
内
の
無
堤
地

域
解
消
」
を
最
も
優
先
す
べ
き
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
、
市
内
各
所

に
お
い
て
重
点
的
に
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
柳
沢
築
堤
　

　
夜
間
瀬
川
が
合
流
し
千
曲
川
が

大
き
く
屈
曲
す
る
箇
所
で
、
千
曲

川
の
洪
水
が
勢
い
を
持
っ
て
集
落

に
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
と
護
岸
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
報

な
か
の
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
遺
跡
発
掘
調
査
に
よ
り
工

事
が
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
十
月
に
工
事
が
再
開
さ
れ
、
今

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ

に
や
っ
て
く
る

無
堤
地
域
解
消
に
向
け

年
三
月
末
の
完
成
に
向
け
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
中
で
す
。

②
替
佐
築
堤　

　
斑
尾
川
が
千
曲
川
に
合
流
す
る

箇
所
で
す
が
、
洪
水
時
は
千
曲
川

の
水
位
が
高
く
、
周
辺
の
家
屋
な

ど
が
浸
水
し
ま
す
。
補
正
予
算
に

よ
る
予
算
が
確
保
さ
れ
、
急
ピ
ッ

チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
古
牧
築
堤

　
河
岸
段
丘
上
に
集
落
を
形
成
し

て
い
ま
す
が
、
千
曲
川
の
水
位
上

昇
に
よ
り
た
び
た
び
洪
水
被
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ

れ
ば
夜
間
瀬
川
が
合
流
す
る
箇
所

ま
で
堤
防
整
備
が
必
要
で
す
が
、

早
期
に
事
業
効
果
を
発
現
さ
せ
る

た
め
「
土
地
利
用
一
体
型
水
防
災

事
業
」
と
し
て
集
落
を
守
る
輪
中
堤

を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
事
業
採
択
さ
れ
、
現

在
は
設
計
協
議
と
用
地
買
収
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
笠
倉
地
区

　
千
曲
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
た

び
た
び
洪
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
千

曲
川
河
川
事
務
所
で
は
、
今
後
整

備
を
進
め
る
事
を
前
提
に
、
昨
年

十
二
月
に
現
地
測
量
調
査
に
着
手

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
道
路
河
川
課
監
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
５
）

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

千
曲
川
河
川
事
務
所
調
査
課

☎
０
２
６
（
２
２
７
）
９
４
３
４

◆洪水ハザードマップ◆
　市では、洪水の危険性がある箇所およびその際の避難経
路・場所等を示す洪水ハザードマップを作成しています。
　ハザードマップは各世帯に配布してありますが、ご不明な
方は市役所庶務課防災係でも閲覧可能です。
　いざという時に備えて緊急時の行動を考えておきましょう。

  

市
政
善
行
者

    　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

《築堤事業箇所　位置図》

平
成
十
八
年
七
月
豪
雨　

被
害
状
況

①柳沢築堤

②替佐築堤

③古牧築堤

④笠倉地区

▲

　

水
防
団
活
動　

田
上
地
区

　

替
佐
地
区

▲

　

古
牧
地
区

▲

▲柳沢築堤
　（急ピッチで工事
　を進めています）
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須
原
政
子
さ
ん
（
東
松
川
・

再
任
）
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
平
成
二
十
一
年

一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年

間
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
他
に
、
町

田
進
治
さ
ん
（
中
町
）
、
小
林

喜
世
子
さ
ん
（
栗
和
田
）
、
池

田
定
榮
さ
ん
（
新
保
）
、
西
原

久
惠
さ
ん
（
草
間
）
、
佐
野
茂
さ

ん
（
金
井
）
、
上
野
善
久
さ
ん

（
柳
沢
）
、
深
澤
舜
英
さ
ん
（
上

今
井
）
、
森
山
伸
子
さ
ん
（
永

田
）
が
委
嘱
さ
れ
、
各
地
域
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動

　
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も

し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
、
そ
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も

に
、
被
害
者
救
済
の
た
め
、
速

や
か
に
適
切
な
処
置
を
と
り
ま

す
。

　
ま
た
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
通

じ
て
、
人
権
の
大
切
さ
を
よ
り

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

に
務
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
８
７

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
中
野
市
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
推
進
協
議
会
と
中
野
市
企
業
人

権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
心
と

体
の
性
が
一
致
し
な
い
性
同
一
性

障
が
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
の
虎と
ら

井い

ま
さ
衛え

さ
ん
は
、

大
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
三
年
Ｂ

組
金
八
先
生
」
で
、
こ
の
障
が
い

に
悩
ん
だ
女
子
生
徒
、
鶴
本
直
さ

ん
の
モ
デ
ル
に
な
ら
れ
た
方
で

す
。

　
現
在
は
、
性
別
適
合
手
術
を
受

け
ら
れ
、
平
成
十
六
年
七
月
の

「
性
同
一
性
障
害
者
特
例
法
」
の

施
行
に
伴
い
、
戸
籍
の
性
別
変
更

も
行
い
、
法
的
に
も
男
性
と
し
て

生
き
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
性
の
多
様
性
と
強
く
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
る
講
演
で

す
。

　
入
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
二
月
二
十
四
日
㈫

時
間
　
午
後
六
時
三
十
分

会
場
　
中
央
公
民
館
講
堂

講
師
　
作
家
　
虎
井
ま
さ
衛
さ
ん

演
題
　
「
性
同
一
性
障
が
い
を

知
っ
て
い
ま
す
か
」

問
い
合
わ
せ
先
　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
８
７

▲虎井まさ衛さん

差
別
を
な
く
す
講
演
会

差
別
を
な
く
す
講
演
会

　
高
野
辰
之
文
学
博
士
の
多
彩
な

業
績
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

日
本
の
心
の
故
郷
を
歌
い
継
ぐ
た

め「
高
野
辰
之
忌
」を
開
催
し
ま
す
。

　
博
士
は
民
話
の
採
録
活
動
を
行

い
、
当
時
、
童
話
と
し
て
出
版
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
の
人
形
の

交
流
に
お
い
て
、｢

人
形
を
迎
え

る
歌
」、｢

ア
メ
リ
カ
行
の
人
形
を

送
る
歌｣

を
作
詞
し
て
い
ま
す
。

　
国
文
学
の
教
授
で
あ
り
、
唱
歌

の
作
詞
を
し
、
大
人
も
楽
し
め
る

童
話
の
作
者
で
も
あ
っ
た
博
士
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
　
二
月
十
五
日
㈰

時
間
　
午
前
十
時
三
十
分
～
十
一

時
三
十
分

会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

【
記
念
公
演
】
※
公
演
時
入
館
無
料

○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
　「
う
り

ひ
め
」　
小
野
智
恵
子
さ
ん

○
演
奏
　「
ア
メ
リ
カ
行
の
人
形

を
送
る
歌
」　
ソ
プ
ラ
ノ
・
ピ

ア
ノ
　
小
林
あ
つ
子
さ
ん

※
他
に
当
日
は
、
高
野
辰
之
作
詞

の
唱
歌
「
春
が
来
た
」「
故
郷
」

の
合
唱
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

高
野
辰
之
記
念
館

☎
�
３
０
７
０

高野辰之忌２
　15㈰

　
市
で
は
、
現
在
、
中
野
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
中
野
市
総
合
計

画
に
掲
げ
る
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ

と
　
文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
都
市
整
備

の
基
本
目
標
、
目
標
達
成
の
た
め

の
部
門
別
・
地
域
別
の
整
備
方

針
、
そ
れ
を
推
進
し
て
い
く
た
め

の
実
現
化
方
策
を
体
系
的
に
と
り

ま
と
め
、
今
後
の
都
市
計
画
行
政

の
指
針
と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
参
加
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

中野市都市計画
　マスタープラン

日　時 会　場 対象（原則として）
2月16日㈪
午後７時

中央公民館
３階講堂

中野、日野、延徳地
区在住の方

2月17日㈫
午後７時

西部公民館
１階会議室

平野、高丘地区在住
の方

2月18日㈬
午後７時

北部公民館
１階会議室

長丘、平岡、科野、
倭地区在住の方（牧
ノ入地区含む）

2月19日㈭
午後７時

豊田文化センター
１階日本間 豊田地域在住の方

○地元説明会日程

策定に係る地元説明会を
　　　　　　　　開催します

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
に
向

け
た
太
陽
光
発
電
導
入
量
の
拡
大

の
た
め
、
国
（
経
済
産
業
省
）
で

は
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
支
援
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
ご
自
宅
に
設
置
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者
　
自
ら
が
居
住
す
る

住
宅
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
個
人
の
方

補
助
金
額
　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
公
称
最
大
出
力
一
キ
ロ
ワ
ッ

ト
あ
た
り
七
万
円

募
集
期
限
　
三
月
三
十
一
日
㈫

※
既
に
設
置
を
済
ま
せ
た
シ
ス
テ

ム
や
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に

着
工
す
る
も
の
は
補
助
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
補
助
金
は
国
の
補
助
制

度
で
あ
る
た
め
、
設
置
者
個
人

ま
た
は
手
続
代
行
者
が
受
付
窓

口
団
体
へ
直
接
申
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
団
体
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
０
‐
０
８
３
５

長
野
市
新
田
町
一
五
一
三
‐
二

八
十
二
プ
ラ
ザ
長
野
ビ
ル

㈳
長
野
県
環
境
保
全
協
会

☎
０
２
６
（
２
３
７
）
６
６
２
０

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

国
の
補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

イメージ

有限責任中間法人
太陽光発電協会内

太陽光発電普及
拡大センター

（Ｊ－ＰＥＣ）

補助金交付までの流れ
国（経済産業省）

社団法人
長野県
環境保全協会

各都道府県の
受付団体窓口

申請者

  

中
野
市
老
人
福
祉
・

  

介
護
保
険
事
業
計
画
と
は

　
中
野
市
老
人
福
祉
・
介
護
保
険

事
業
計
画
と
は
、
介
護
保
険
法
、

老
人
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

「
そ
の
人
ら
し
い
」
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
計
画
期
間
内
（
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年

度
）
に
お
け
る
介
護
保
険
対
象

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
介
護
保
険
対
象

外
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
見
込
み

や
供
給
の
確
保
策
、
実
施
施
策
の

目
標
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　
現
在
、
関
係
団
体
の
代
表
者

等
に
よ
る
策
定
懇
話
会
を
開
催

し
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成

二
十
三
年
度
の
三
年
間
の
計
画
を

三
月
末
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
計
画
素
案
を
提
示
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
様
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

計
画
の
内
容

次
の
公
表
場
所
に
お
い
て
、
公
表

す
る
計
画
（
案
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

・
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.

nagano.jp/public_com
m
ent/

index.htm

意
見
の
提
出
方
法

文
書
を
直
接
持
参
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
任
意
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
は
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
）

提
出
期
限　

二
月
十
三
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

市
役
所
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）

フ
ァ
ッ
ク
ス　

�
２
２
９
５

Ｅ
メ
ー
ル
　k

aigo
@
city.

nakano.nagano.jp

に
皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

補助

審査
報告

補助金
交付申請
実績報告

補助金交付決定・
補助金の支払い

中
野
市
老
人
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画



▲抽選会の様子

理
方
法
で
は
鍋
が
最
も
多
く
、

次
い
で
き
の
こ
汁
、
炒
め
物
の

順
で
し
た
。

　
き
の
こ
の
消
費
を
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
特
に
、
暑
い
時
期

に
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
方
を
提
案

し
て
い
く

必
要
が
あ

り
、
今
後

も
き
の
こ

包
装
フ
ィ

ル
ム
を
活

用
し
た
事

業
を
展
開

し
て
ま
い

り
ま
す
。
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〝
子
ど
も
を
見
守
り
、
導
く
〟

　
～
中
野
市
少
年
育
成
委
員
会

　
　
の
活
動
～

　
今
回
は
、
中
野
市
少
年
育
成

委
員
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
中
野
市
少
年
育
成
委
員
会

は
、
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
す
る
団
体
で
す
。

　
当
委
員
会
は
、
旧
中
野
市
に

お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
に
発

足
し
た
前
身
の
「
中
野
市
少
年

補
導
員
会
」
の
時
代
か
ら
数
え

る
と
、
約
三
十
年
の
活
動
歴
が

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
活
動
に
従
事
す
る

「
少
年
育
成
委
員
」
は
、
市
内

全
域
に
八
十
一
人
お
り
、
市
内

各
地
区
の
区
長
や
学
校
長
か
ら

推
薦
さ
れ
、
中
野
市
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　
「
少
年
育
成
委
員
会
」
と
い

う
名
称
、
ま
た
、
青
少
年
健
全

育
成
を
期
す
る
目
的
か
ら
、
と

か
く
育
成
会
と
勘
違
い
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
活
動
内
容
は
異
な

り
ま
す
。
〝
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
り
育
て
る
〟
を
活
動

の
理
念
と
し
、
子
ど
も
た
ち

を
非
行
や
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
、
各
委
員
は
担
当
地
区
内
の

店
舗
や
施
設
、
神
社
、
公
園
な

ど
を
定
期
的
に
巡
回
補
導
し
て

い
ま
す
。
「
補
導
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、
取
り
締
ま
り
を
想
像

さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
補
導
と
は
、
不
良
行
為
少

年
な
ど
に
対
し
、
適
切
な
注
意

や
助
言
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
ら
を
正
し
い
方
向
に
導

き
、
ま
た
、
非
行
に
走
り
そ
う

な
少
年
が
い
れ
ば
、
非
行
に
走

ら
な
い
よ
う
に
正
し
く
導
く
活

動
で
す
。

　
現
在
、
市
内
の
少
年
非
行
件

数
は
低
水
準
で
経
過
し
て
お

り
、
特
に
少
年
に
か
か
わ
る
大

き
な
事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
や

か
な
成
長
と
、
安
全
・
安
心
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
街
頭

補
導
活
動
を
す
す
め
て
い
る

『
中
野
市
少
年
育
成
委
員
会
』

の
皆
さ
ん
の
〝
地
味
〟
で
か
つ

〝
目
立
た
な
い
〟
が
、
献
身
的

な
活
動
の
表
れ
の
ひ
と
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

信
州
な
か
の
う
ま
い
も
ん

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会
を
実
施

　
中
野
市
の
農
産
物
や
観
光
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
き
の
こ
包
装

フ
ィ
ル
ム
に
広
告
を
掲
載
し
信

州
中
野
の
特
産
品
が
当
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

全
国
か
ら
五
百
四
十
七
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

　
一
月
十
六
日
、
市
役
所
で
抽
選

会
を
行
い
、
共
催
の
Ｊ
Ａ
中
野
市

き
の
こ
部
会
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
の
代

表
者
と
市
長
が
、
応
募
者
に
割
り

振
ら
れ
た
番
号
か
ら
、
Ａ
賞
「
信

州
牛
す
き
や
き
セ
ッ
ト
」
五
名
、

Ｂ
賞
「
た
っ
ぷ
り
き
の
こ
鍋
セ
ッ

ト
」
五
十
名
を
抽
選
し
ま
し
た
。

　
応
募
者
を
県
別
に
見
る
と
、
多

い
順
に
兵
庫
県
、
茨
城
県
、
神
奈

川
県
、
東
京
都
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
中
野
市
を
知
っ
て
い
る
方

と
知
ら
な
い
方
が
ほ
ぼ
半
数
、
ま

た
、
き
の
こ
を
食
べ
る
回
数
で
は

一
週
間
に
二
～
四
回
が
多
く
、
調

　
県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
出
し
合
っ
た
会
費

を
元
に
、
交
通
事
故
な
ど
の
交
通

災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
、
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
る

相
互
扶
助
の
制

度
で
す
。

　
万
一
の
交
通

災
害
に
備
え
、

県
民
交
通
災
害

共
済
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

加
入
資
格
　
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
㈬
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
方
ま
た
は
就
学
の
た
め
に
市
外

に
住
所
が
あ
る
方

共
済
期
間
　
四
月
一
日
㈬
～
平
成

二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
㈬

会
費
　
一
人
　
四
百
円
（
年
額
）

申
込
方
法
　
全
世
帯
に
お
配
り
す

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
居
住
区
の
組
（
班
）

長
さ
ん
ま
た
は
市
役
所
市
民
課
・

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
へ
会
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
方
は
、
市
で
加
入

申
し
込
み
を
し
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

○
園
児
、
小
・
中
学
生

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か
ら

三
級
を
お
持
ち
の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方

　
見
舞
金
の
額
な
ど
詳
し
く
は
、

全
世
帯
に
お
配
り
し
ま
す
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

お忙しいところたいへん恐縮ですが、１月28日㈬午後５時30分
までに校正をお願いいたします。　　庶務課秘書広報係　綱嶋

　現在、市の路線バス回数券
を購入する際に、市が購入費
の一割を助成しております
が、３月３１日㈫をもってこの
制度を廃止する運びとなりま
した。
　なお、現行の「バス回数券
購入費助成申請書」について
は、３月３１日㈫まで申請が可
能ですので、ご利用ください。

問い合わせ先
市役所政策情報課政策推進係
☎（22）２１１１（内線２１６）

県
民
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

路線バス回数券

購入費の助成

を廃止します

►当選した年賀状をお持ちの方へ
　・当選した年賀状をお持ちいただくか、裏面をＦＡＸまたは郵送でお送りください。（※コピー可）
　・当選した年賀状の番号を電話でお教えください。この場合、差出人を確認させていただきます。
►年賀状を発送した方へ
　・当選した年賀状の送付先をお電話などでお教えください。
申し出の締切日　２月２７日㈮（※必着。締切日を過ぎると無効です）
商品の引き渡し　ご自宅へ宅配します
商品発送予定日　３月６日㈮（※自宅へ宅配。期日・時間指定不可）
※年賀状を発送された方１０名にも、きのこ詰め合わせが当りますが、
　こちらは発送を持って当選発表と代えさせていただきます。

当選年賀状受付・問い合わせ先
市役所売れる農業推進室推進係
☎（３８）２１１１（内線３８１）

“おいしい年賀状”当選発表“おいしい年賀状”当選発表

平成21年２月号 10

　昨年から続いた灯油代の急騰に対応するため、市
民税非課税世帯に対し購入費の一部として10,000円
を助成しています。
　あらかじめ、該当すると思われる方に申請書を送
付してありますので、該当する方は申請書に記入、
押印のうえ同封の返信用封筒により、ポストに投函
してください。後日、助成金を指定口座に振り込み
ます。対象者など詳しくは、広報なかの平成20年11
月号に掲載してあります。
　また、申請書が届かない方で該当すると思われる
方も、お早めに申請いただくようお知らせします。

申請期限　３月２日㈪
問い合わせ先
市役所　（代表）☎（２２）２１１１
豊田支所（代表）☎（３８）３１１１
＜あったか福祉灯油＞
市役所福祉課厚生保護係（内線２９５）
市役所健康長寿課長寿支援係【中野保健センター内】
(内線243）
豊田支所地域振興課市民生活係（内線１３０）
＜子育て灯油＞
市役所子育て課子ども支援係（内線356）
豊田支所地域振興課市民生活係(内線130)

締め切り間近！！

あったか福祉・子育て灯油
申請受付中

　売れる農業推進事業の“おいしい年賀状”を受け取った方の中から、抽選で１００名様に「中野市産きのこ
の詰め合わせ」をプレゼントします！当選番号をご確認ください。なお、ＪＰ（日本郵便）のお年玉付年
賀はがきの当選番号ではありませんので、ご注意ください。

お忙しいところ たいへん恐縮ですが、１月27日㈫
午後５時30分 までに

☆当選番号☆
＜農産物　　　　　の後の数字４桁＞
0366・0386・0761・0821・0944・0954・1026・1044・1051・1167・1243・1497・2439・
2451・2648・2887・2941・3097・3117・3155・3329・3344・3551・3834・3919・4058・
4243・4251・4319・4813・5069・5317・5461・5488・5514・5864・6759・6797・6825・
7026・7963・7998・8311・8320・8480・8503・8723・8802・8854・8961（当選者50名）
＜数字５桁＞
10005・10093・10213・10428・10585・10628・10703・10814・10881・10932・10993・
11120・11165・11344・11413・11501・11576・11623・11727・11774・11877・11997・
12079・12128・12160・12326・12444・12513・12705・12817・12862・12914・12996・
13018・13200・13364・13399・13498・13642・13730・13739・13843・13900・13968・
14148・14164・14320・14381・14420・14503（当選者５０名）

▲年賀状裏面
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中野市教育委員会

子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
学校規模と教育活動の様子（３）

今月号では、学校という教育環境の規模について取り上げてみます。

　
先
々
月
号
で
は
小
学
校
、
先
月

号
で
は
中
学
校
の
「
大
き
な
学

校
」
「
小
さ
な
学
校
」
の
様
子
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
同
じ
く
市
内
の

校
長
職
、
教
頭
職
の
皆
さ
ん
か

ら
、
教
職
経
験
の
中
で
学
校
規
模

に
つ
い
て
感
じ
取
っ
て
き
た
こ
と

を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

　
中
野
市
の
将
来
の
学
校
を
考
え

る
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

《
小
学
校
に
つ
い
て
》

○
小
規
模
校
な
り
に
良
い
面
も
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
ク

ラ
ス
十
人
や
十
五
人
で
は
本
当

の
集
団
生
活
で
身
に
つ
け
る
べ

き
こ
と
が
定
着
し
な
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
。
学
校
人
数
二
百

名
前
後
の
学
校
に
な
れ
ば
児
童

一
人
ひ
と
り
の
育
ち
も
具
体
的

に
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
今
ま
で
い
く
つ
か
規
模
の

違
う
学
校
を
体
験
し
、
一
学
年

二
、
三
ク
ラ
ス
（
一
ク
ラ
ス
の

児
童
数
二
十
五
～
三
十
名
）
、

全
校
三
百
名
前
後
の
規
模
で
あ

る
と
、
生
徒
、
生
活
指
導
、
学

習
面
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
、

適
正
な
学
校
運
営
や
学
級
運
営

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
学
級
数
は
一
学
年
一
～
三
が
適

正
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ

し
、
一
学
級
（
単
級
）
の
場

合
、
構
成
人
数
は
三
十
人
前
後

が
適
正
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
小
学
校
の
学
級
運
営
で
大
切
な

こ
と
は
、
支
え
合
え
る
集
団
づ

く
り
、
学
び
合
う
集
団
づ
く
り

で
す
が
、
学
年
を
越
え
た
縦
の

人
間
関
係
づ
く
り
も
学
ば
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

○
小
学
校
は
、
小
規
模
な
ら
小
規

模
な
り
に
運
営
さ
れ
て
い
き
ま

す
が
、
職
員
の
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
音
楽
専
科
や
家
庭

科
、
理
科
専
科
が
い
な
く
て

は
、
充
実
し
た
学
力
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
に
く
い
と
思
い
ま

す
。
一
般
に
小
学
校
の
先
生
は

文
系
で
、
理
科
の
先
生
が
い
な

く
て
は
理
科
に
力
不
足
を
感
じ

ま
す
。
一
研
究
や
総
合
学
習
・

生
活
科
な
ど
で
も
理
科
の
知
識

は
必
要
で
す
。
音
楽
も
同
様

で
、
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
先
生
、

合
唱
指
導
が
で
き
る
先
生
が
い

な
い
と
、
学
校
行
事
が
う
ま
く

機
能
し
ま
せ
ん
し
、
豊
か
な
人

間
性
が
育
ま
れ
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
最
低
で
も
音
楽
専
科
、

次
に
理
科
専
科
が
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
規
模
を
考
え
る

と
、
各
学
年
三
ク
ラ
ス
は
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

○
百
名
を
下
ら
な
け
れ
ば
小
さ
す

ぎ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
小
規
模
校
の
良

さ
を
十
分
保
護
者
に
も
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
力
を
よ
り
確
か
な
も
の
に

し
て
い
く
学
校
づ
く
り
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

○
学
校
全
体
の
人
数
が
極
端
に
少

な
く
な
り
、
複
式
学
級
に
な
る

と
学
習
指
導
が
難
し
く
な
り
、

行
事
な
ど
も
活
気
が
な
く
な
り

ま
す
。
学
校
を
内
容
豊
か
に
運

営
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度

以
上
の
人
数
は
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

《
中
学
校
に
つ
い
て
》

○
子
ど
も
た
ち
の
元
気
や
競
争
意

識
と
い
う
面
か
ら
、
各
学
年

四
、
五
ク
ラ
ス
が
適
正
だ
と
思

い
ま
す
。
先
生
方
一
人
ひ
と
り

が
全
校
生
徒
の
動
き
を
把
握

し
、
運
営
や
係
の
仕
事
を
果
た

す
に
は
良
い
規
模
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
落
ち
着
い

て
学
校
生
活
が
送
れ
る
良
さ
も

あ
り
ま
し
た
。

○
切
磋
琢
磨
し
て
の
び
る
学
習
、

中
学
校
教
育
に
と
っ
て
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
部
活
動
、

人
間
関
係
づ
く
り
と
そ
の
た
め

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
意
味

か
ら
、
中
学
校
に
お
い
て
は
あ

る
程
度
の
規
模
を
保
つ
こ
と
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

○
中
学
校
は
教
科
担
任
制
の
た

め
、
あ
る
程
度
以
上
の
教
員
が

い
な
い
と
、
非
免
許
の
教
科
担

任
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

す
る
と
、
ど
う
し
て
も
教
科
指

導
の
レ
ベ
ル
が
下
が
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
教
え
る
側
の
専
門

性
の
低
下
は
、
生
徒
の
学
力
保

護
の
面
か
ら
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
あ
る
程
度

以
上
の
人
数
で
あ
る
必
要
が
出

て
き
ま
す
。

○
三
～
五
学
級
程
度
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
互
い
に
高
め
合
い
、

盛
り
上
が
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る

学
校
づ
く
り
に
は
、
こ
れ
く
ら

い
の
学
級
数
は
必
要
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
あ
ま

り
に
大
規
模
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
な
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
小
学
校
に
お
い

て
も
、
中
学
校
に
お
い
て
も
、

一
人
ひ
と
り
に
ど
う
寄
り
添
っ

て
い
く
か
が
追
究
で
き
な
い
よ

う
な
学
校
規
模
は
避
け
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

お忙しいところ誠に恐縮ですが、１月 28日㈬午後５時 30分までに校正をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庶務課秘書広報係　綱嶋

■
救
急

救
急
出
動
件
数
は
一
、
五
四
八
件

　
市
内
の
救
急
車
の
出
場
件
数
は
、

一
、
五
四
八
件
（
前
年
比
、
中
野

消
防
署
管
内
二
五
件
減
・
豊
田
消

防
署
管
内
一
一
件
増
）
で
し
た
。

　
ま
た
、
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人

数
は
、
一
、
四
二
一
人
（
前
年

比
、
中
野
消
防
署
管
内
二
人
減
・

豊
田
消
防
署
管
内
九
人
増
）
で
、

市
民
の
約
三
十
人
に
一
人
が
救
急

搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
原
因
別
で
は
「
急
病
」
が
最
も

多
く
一
、
〇
〇
一
件
、
次
に
「
一

般
負
傷
」
が
二
五
二
件
、
「
交
通

事
故
」
一
四
四
件
と
続
き
ま
し
た
。

　■
危
険
物
に
係
る
事
故

　
市
内
で
発
生
し
た
危
険
物
（
灯

油
等
）
の
漏
え
い
事
故
の
件
数
は

七
件
で
前
年
と
同
数
で
し
た
。

　
発
生
原
因
の
多
く
は
、
小
分
け

中
の
監
視
・
管
理
・
確
認
不
十
分

の
人
的
要
因
が
六
件
で
、
物
的
要

因
に
よ
る
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

　
危
険
物
が
漏
え
い
す
る
と
火
災

の
危
険
や
地
盤
、
水
質
を
汚
染
し

て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
危
険
物
を
取
り
扱
う
際
に
は
、

細
心
の
注
意
を
持
っ
て
安
全
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
万
一
漏
え

い
事
故
を
発
見
し
た
場
合
は
、
い

ち
早
く
市
役
所
・
消
防
署
へ
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

■
火
災

市
内
で
十
三
件
の
火
災
が
発
生
！

　　
平
成
二
十
年
中
に
市
内
で
は
火

災
が
十
三
件
（
中
野
消
防
署
管
内

八
件
、
豊
田
消
防
署
管
内
五
件
）

発
生
し
、
前
年
に
比
べ
て
九
件
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
出
火
件
数
の

内
訳
は
、
建
物
火
災
七
件
、
林
野

火
災
二
件
、
車
両
火
災
一
件
、
そ

の
他
火
災
が
三
件
で
し
た
。

　
出
火
原
因
で
は
「
原
因
不
明
」

な
も
の
と
、
「
放
火
」
「
ス
ト
ー

ブ
の
取
り
扱
い
」
な
ど
、
人
的
に

よ
る
も
の
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
消
防

法
の
改
正
に
よ
り
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
の
で
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
火
災
の
な
い
中
野
市
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

平成20年中の事故の件数
－適切な初期消火、迅速な通報が
　　　　　　　生命や財産を守ります－

　今年に入り、全国各地では連日のよう
に住宅火災が発生し、多くの尊い命が犠
牲となっています。早期に火災に気づい
ていれば、尊い命を守ることができたか
もしれません。
　住宅防火対策として、住宅用火災警報
器の設置が最重要視されており、設置期
限を待つことなく、１日でも早い設置が
望まれます。

　設置期限　５月31日㈰　設置場所　
　①全ての寝室（必須）
　②階段の天井（寝室が２階の場合）
　③同階に５つ以上居室がある場合、
　　設置する必要がない階の廊下　　　
　④居間・台所など（努力義務）

◎原則として、煙を感知するものを設置
してください。日本消防検定協会鑑定
「ＮＳ」マークが購入時の目安です。
◎市公式ホームページにも詳しく掲載し
ていますのでご覧ください。

市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp
問い合わせ先
市役所消防課消防係　☎（22）３３８６

　
中
野
市
豊
田
地
域
審
議
会
は
、

平
成
十
七
年
度
の
市
村
合
併
に
伴

う
行
政
区
域
の
拡
大
に
よ
り
、
住

民
と
行
政
の
距
離
が
大
き
く
な

り
、
住
民
の
意
見
が
新
市
の
施
策

に
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
な
ど
の

懸
念
に
対
応
す
る
た
め
、
豊
田
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
展
開

さ
せ
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
豊
田

地
域
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
田
地
域
審
議
会
は
、
市
の
施

策
に
関
し
て
市
長
か
ら
諮
問
を
受

け
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
市
長

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
市
の
付
属
機
関
で
す
。

　
今
回
、
四
月
か
ら
の
新
た
な
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
五
名
程
度

応
募
資
格
　
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
現
在
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方

・
豊
田
地
域
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
方

募
集
期
限
　
三
月
十
七
日
㈫

委
員
任
期
　
平
成
二
十
一
年
四
月

～
平
成
二
十
三
年
三
月
（
二
年
間
）

応
募
方
法
　
豊
田
支
所
、
永
田
窓

口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設

置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参
い

た
い
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.nakano.

nagano.jp/

決
定
方
法
　
選
考
に
よ
り
決
定

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
3
８
９
‐
２
１
９
２

中
野
市
大
字
豊
津
二
五
〇
八
番
地

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
０
）

フ
ァ
ッ
ク
ス　

�
２
７
７
４

Ｅ
メ
ー
ル
　chiikishinko@

city.
nakano.nagano.jp

住宅用火災警報器
設置はお済みですか？

委
員
を
公
募
し
ま
す

中
野
市
豊
田
地
域
審
議
会

火災・救急・危険物
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　糖尿病や高血圧などの生活習慣病や、腎臓病について学んでみませんか？
　現代ストレス社会の中で、自分の心が疲れていないか考えてみませんか？
　申し込みは不要で、受講料は無料です。１日だけの受講でも構いません。
　大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

期日 時間 会場 演題 講師
２月１０日㈫ 午後１時２０分

　～２時３０分
豊田公民館
２階会議室

糖尿病予防　～食事編～
「食べ物と血糖の関係」

市役所健康長寿課
管理栄養士　金子由美子

２月１９日㈭ 午後１時５０分
　～３時

西部公民館
１階会議室 「高血圧と脳卒中・心臓病予防」 長谷川クリニック院長

長谷川　悟　先生
３月３日㈫ 午後６時２０分

　～７時３０分
中野保健センター
会議室１、２

「からだの謎を知っていますか？
　～腎臓編～」

北信総合病院副院長
洞　和彦　先生

３月１６日㈪ 午後１時２０分
　～２時３０分

中野保健センター
会議室１、２

心を知る
「ストレスに気づくことから」

産業カウンセラー
古越　真佐子　先生

いきいき

問い合わせ・申し込み先　市役所健康長寿課健康管理係　☎（２２）２１１１（内線２４２・３６８）

健康講座のお知らせ

①40歳～74歳の方へ
　　「特定健診」の受診申し
込みができるのは「中野
市国民健康保険」にご加
入の方のみです。他の被
用者保険にご加入の方
は、加入先の医療保険者
に受診申し込みをしてく
ださい。

②39歳以下および75歳以上の方へ
　ご加入の医療保険に関係なく、市の
「いきいき健診」を受診していただく
ことができます。

「各種がん検診について」
　各種がん検診は、ご加入の医療保
険に関係なく対象年齢であれば受診
していただくことができます。

　今月から平成21年度の各種健（検）診の受診申し込みが始まります。
　各地区の保健補導員さんが「健（検）診調査書兼申込書」の配布と回収に伺います
ので、ご記入いただき、提出をお願いします。
　申込書は、中野保健センターまたは豊田支所に直接提出していただいても結構です。
　詳しくは、申込書と一緒に配布します「健（検）診のご案内」をご覧ください。

平成21年度　各種健（検）診のご案内

　

健(

検)

診
は
、
大

切
な
あ
な
た
の
体
や

生
活
を
見
つ
め
る
重

要
な
機
会
で
す
。

　

一
年
に
一
度
は
、

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険（国保）の届け出あれこれ

状況 届け出・手続き方法 届け出に必要なもの

修学のために
転出するとき

　国保に加入している世帯で、修学のため市外へ転出す
る方がいる場合、中野市の国保に加入したまま転出する
ことができます。また、転出日の14日前から、市役所で
手続きしていただけます。

国保の保険証、印鑑、在学証明
書または学生証（どちらも後日
提出可、学生証はコピー可）、
学校所在地や転出先住所などが
わかるもの

学校を卒業し
たとき

　修学のため国保の保険証を持って転出していた方が卒
業後も就職していない場合、お住まいの市区町村の国保
に加入していただくことになります。卒業後14日以内
に、市役所へ届け出をしてください。

国保の保険証、印鑑のほか
◇会社などへ就職した場合は
　就職先の保険証
◇卒業後、中野市へ戻った場合は
　転出前の市区町村の転出証明書

健康保険に加
入したとき

　国保に加入している方が、お勤め先の健康保険（社会
保険など）に加入したり、被扶養者になった場合、14日
以内に、市役所へ国保をやめる届け出をしてください。

国保の保険証とお勤め先の健康
保険証、印鑑

会社などを退
職したとき

　会社などを退職し、再就職先ですぐに健康保険に加入
する場合を除き、次のいずれかの方法で保険に加入して
いただくことになります。
①退職されたお勤め先の健康保険に任意継続で加入する
②ご家族でお勤めしている方の健康保険の被扶養者になる
③国保に加入する（※）

健康保険離脱（資格喪失）証明
書、印鑑、年金手帳、60歳以上
で年金証書をお持ちの方は年金
証書、免許証やパスポートなど
の本人確認書類

※上表において、①の「任意継続で加入する」場合は退職され
たお勤め先に、②の「被扶養者になる」場合はご家族のお勤
め先にお問い合わせください。③の「国保に加入する」場合
は退職後14日以内に市役所へ届け出をしてください。

問い合わせ先
市役所福祉課国保医療係
☎（22）２１１１（内線２９６）
豊田支所地域振興課市民生活係
☎（38）３１１１（内線１３１）

21

20

13
7

10 1

1

19
20

20

10 1

▲一般用の国民健康保険
被保険者証（水色）

▲退職者用の国民健康保険
被保険者証（ピンク色）

▼国民健康保険の届け出・手続き方法など

お勤めの関係や、転
入・転出などで保険
証が変わった場合に
は、必ず医療機関の
窓口に新しい保険証
を提示して確認を受
けてください。

保険証が変わったら

「特定健診・いきいき健診について」

重複加入にご注意ください！

　会社などの健康保険（社会保険など）に加
入したり、家族でお勤めの方が加入されてい
る健康保険の被扶養者になった場合、国保を
やめる手続きをしていないと、重複加入のま
まとなり、二重に保険料（税）を払うことと
なります。
　会社や健康保険から、加入した旨の連絡は
国保へありませんので、必ずご自分で市役所
へ届け出をしてください。

※国保税は一世帯ごとに「世帯主」が納税義務者となり課税さ
れます。

健康保険は
　　自動的には切り替わりません

見本

見本



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

2
月
18
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
女
性
部
の
グ

ル
ー
プ
「
手
づ
く
り
工
房
Ｍ
＆
Ｋ
」
グ

ル
ー
プ
長
の
宮
沢
直
子
さ
ん
に
お
話
し

を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
リ
ン
ゴ
十
㌃
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
十
五

㌃
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
十
㌃
、
モ
モ
五
㌃
、

水
稲
十
五
㌃
、
野
菜
五
㌃
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　
リ
ン
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
平
成

十
八
年
度
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
減
農
薬
、
減

化
学
肥
料
に
よ
る
農
法
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
よ
り
、
作
物
に
も
、
環
境
に

も
や
さ
し
い
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得

し
、
さ
ら
に
お
い
し
い
商
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
減
農
薬
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
土
壌

診
断
に
よ
る
良
質
な
土
づ
く
り
の
ほ
か
、

水
稲
栽
培
で
出
た
ワ
ラ
を
カ
ッ
ト
し
肥

料
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　
な
る
べ
く
農
薬
を
使
わ
ず
に
、
病
害

虫
か
ら
作
物
を
守
る
た
め
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
考
え
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　
よ
り
良
い
商
品
を
作
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
の
加
工
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
る
施
設
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
「
手
づ
く
り
工
房
Ｍ
＆
Ｋ
」
で
は
、

リ
ン
ゴ
を
使
っ
て
加
工
し
た
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ジ
ャ
ム
を
オ
ラ
ン
チ
ェ
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

無
農
薬
の
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い
で
す
ね
。

宮沢　直子　さん
みやざわ　なおこ（草間）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .17

問
題

税
の
申
告
期
間
は
、

２
月
16
日
か
ら
３
月
●
日

で
す
。
正
し
く
お
早
め
に
！

※
●
は
２
桁
の
数
字
で
す

エコファーマー

認定マーク

中山　愛 さん

池上　高史 さんから紹介された

（インストラクター・中町）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.46

　　

豊井小学校　６年
宮本　桃子さん

　
私
が
中
学
校
に
行
っ
て
が
ん

ば
り
た
い
事
は
、
勉
強
で
す
。

そ
れ
は
、
勉
強
を
が
ん
ば
ら
な

い
と
、
将
来
に
影
響
す
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

　
中
学
校
の
勉
強
は
、
小
学
校

の
勉
強
と
比
べ
て
、
と
て
も
難

し
く
な
り
ま
す
。
テ
ス
ト
な
ど

も
多
く
な
り
英
語
が
加
わ
り
ま

す
。
あ
と
家
庭
学
習
も
増
え
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
中
学
校
に
行
っ
た
ら
、

先
生
の
話
を
よ
く
聞
く
と
い
う

所
を
が
ん
ば
り
、
成
績
を
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
が
ん
ば
り
た
い
事
は
、

部
活
動
で
す
。

　
ま
だ
、
ど
の
部
に
入
る
か

は
、
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど

の
部
に
入
っ
て
も
、
自
分
の
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
や
り
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
卒
業
を
ひ
か
え
、

中
学
校
で
や
っ
て
い
け
る
か
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
こ
の

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
六
年
間

　
　

あ
っ
と
い
う
間
で

　
　
　
　
　
　
　

中
学
生

No.17

中学校に行ってがんばりたい事

こ
と
の
音
会
と
は

　
こ
と
の
音
会
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
発

足
。
会
員
数
は
延
べ
六
～
七
十
人
。
二
十

年
以
上
続
け
て
い
る
の
は
数
人
の
み
で
、

女
性
が
大
半
を
占
め
、
中
高
生
の
会
員
も

い
ま
す
。
十
三
絃
箏
、
十
七
絃
箏
、
三
味

線
を
主
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
邦
楽
の
音
色
や
神
髄
を
掘
り
起
こ

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
選
ん
だ
曲
を
仕
上

げ
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
演
奏
活
動
も
し
て
お
り
、
平
野
小
学

校
で
七
年
間
、
中
野
平
中
学
校
で
九
年
間
、

そ
れ
ぞ
れ
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
二
年
九
月
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
日
蘭
国
交
樹
立
四
百

周
年
記
念
交
流
事
業
に
招
か
れ
、
現
地
を

は
じ
め
ド
イ
ツ
や
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
約
七
百

人
が
集
ま
る
中
、
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

箏
の
魅
力
と
は

　
芸
と
い
う
も
の
は
頂
点
が
な
い
の
で
、

一
歩
ず
つ
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
三
十
年
近
く
箏
の
指
導
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
た
だ
、
自
分
一
人
が

教
え
て
き
た
の
で
は
な
く
、
生
徒
た
ち
の

お
か
げ
で
自
分
自
身
も
成
長
で
き
ま
し
た
。

　
箏
は
大
勢
の
人
を
つ
な
げ
て
く
れ
ま
す
。

弾
く
人
も
い
れ
ば
聴
く
人
も
い
る
。
語
る

人
が
い
れ
ば
続
け
て
く
れ
る
人
も
い
る
。

そ
れ
が
「
人
生
の
円
転
」
で
あ
り
、
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
自
分
が
絃
に
触
っ
て
出
す
音
が

大
勢
の
人
が
出
す
音
と
重
な
り
、
一
つ
の

音
色
が
で
き
あ
が
り
曲
に
な
る
。
こ
れ
を

年
配
の
方
に
聴
い
て
い
た
だ
き
、
若
い
人

に
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
伝
統
が
継

承
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
箏
は
音
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
音
に

よ
っ
て
癒
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
時
と
し

て
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り
ま
す
。
日
本

の
楽
器
は
心
に
響
く
優
し
さ
、
繊
細
さ
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
良
い
音
、
良
い
曲

を
自
分
の
人
生
に
取
り
込
ん
で
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
音
を
楽
し
む

こ
と
で
疲
れ
た
心
も
癒
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

第
九
回　

こ
と
の
音
会

▲会主 本田雅瑞慧  先生

①自己紹介
　夫と長男の３人家族です。子どもから大
人までを対象に、ヒップホップダンスのイ
ンストラクターをしています。子育て支援
センターや学校でも指導しています。
②今後チャレンジしたいこと
　育児とダンスを両立させながら、子ども
からお年寄りまで、幅広くダンスの良さを
知ってもらえるよう、地域密着型でダンス
の指導を続けていきたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　大勢の若者たちが地元に残ってくれるよ
うな、中野市にしてほしいと思います。
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中野市地域力フォーラム
▼講師は近所力・地域力の大切さを強調されました

　１月12日、中央公民館において、市の花・木・鳥制定
記念事業「協働のまちづくり～中野市地域力フォーラム
～信州中野ものしり博士（修士）検定」を開催し約80人
が参加されました。第１部では中野市の歴史や自然、文
化や産業などに関する検定試験、第２部ではＮＰＯ法人
「命のつどい」理事長で、元殿さまキングスの多田そう
べいさんによる講演が行われ、住民や行政が地域課題の
ために協働する重要性についてお話していただきました。

中野市合同金婚式

▲金婚者を代表してお礼のことばを述べるご夫婦
　１月１４日、アップルシティーなかのにおいて、平成２０
年度中野市合同金婚式を開催しました。今回、金婚式を
迎えられたのは昭和３３年にご結婚されたご夫婦で、うち
８６組からお申し込みをいただき、当日は６４組が出席され
ました。小田切市長をはじめ来賓の皆さんからお祝いの
ことばや記念写真撮影がありました。また、式典後のア
トラクションでは、小古井百代さんのピアノに合わせ、
声楽家・沼田秀美さんによる歌の披露もありました。

共にいきいき市民のつどい

▲会場内は笑い声でいっぱいでした
　１月17日、中央公民館において、中野市男女共同参画
社会づくり事業「共にいきいき市民のつどい」を開催し
ました。当日は、落語家で関西を中心にタレント活動を
されている林家花丸さんを講師にお招きし、「前向きに
まるく考える」をテーマに、落語と講演をしていただき
ました。参加された約200人の皆さんは、ユーモアあふ
れる講師の落語やお話を通じ、男女が共に支えあいなが
ら生きる大切さについて楽しく考えることができました。

どんど焼き

▲家族や友達どうし、１年間の無病息災を願いました
　１月10日～１２日、小正月の伝統行事「どんど焼き」が
市内各区などで行われました。この行事は、今年1年間
の豊作や来福を祈願するもので、この火で餅などを焼い
て食べると病気にならない、また、書き初めの紙を燃や
すと字が上達するなどと言い伝えられています。
　会場では、各家庭から集められた門松やしめ縄、だる
まなどを付けたやぐらに点火すると、夜空に向かって勢
いよく炎が燃え上がりました。　　(写真：東江部区)

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

中山晋平記念音楽賞発表会
　１月24日、市民会館ホールにおいて、第45回中山晋
平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会を開催しました。
　長野県内や姉妹都市から200曲の応募があり、この
中から選ばれた優秀賞７曲、佳作６曲の受賞者の表彰
と、市内音楽団体などによる優秀賞入選曲の発表が行
われました。また、記念公演として、長野市出身のト
ランペット奏者、小林史尚さんによる演奏会が行わ
れ、花を添えました。　　（写真右：小林史尚さん）

表紙の説明

信濃から夢に向かって

▼憧れの選手の皆さんからサインをもらう少年たち
　１月24日、豊田公民館において、信濃グランセローズ
の選手が夢を語る講演会「信濃から夢に向かって」を開
催しました。当日は、小学生など約40人が集まる中、梅
澤敏明投手、中村一也捕手、町田孝行内野手から、それ
ぞれの体験を通じて、夢をもつことの大切さや努力する
ことの大切さなど、熱い想いを語っていただきました。
　後半は、選手への質問コーナーやサイン会もあり、参
加した皆さんは選手との触れ合いを楽しんでいました。

　２月１日、中央公民館において、第４回中野市青少年
健全育成推進市民集会を開催しました。当日は「伸びよ
う　伸ばそう　青少年」をテーマに、市民約300人が参
加し、「明るい家庭・地域を築くための作文」入選者表
彰や入選作品の発表のほか、青少年の活動発表として平
岡保育園の園児による歌とリズム遊びの発表や、豊田も
みじ太鼓の和太鼓、中野実業・中野立志館高校ダンス部
のヒップホップ＆ブレイクダンスなどが行われました。

中野市青少年健全育成推進市民集会

▼潤いと活力のある、健全な地域社会を目指します
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有料広告欄

次回申込期限　２月 27 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　４月２日㈭ 発行の４月号～
ホームページ掲載日　４月１日㈬～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

音声告知放送について
◆定時放送について
　音声告知放送は、緊急放送のほかに一般放送として「定時放送」を毎日、
朝６時50分、夜7時50分から10分程度放送しています。
　放送内容は、市役所からのお知らせで、くらしに役立つ情報を放送中です。
　この定時放送は、音声告知端末機貸与の申し込み時に希望されていない
と放送は聞こえません。
　定時放送をお聞きになりたい場合は、市役所政策情報課までご連絡くだ
さい。なお、ご連絡いただきましてから１週間程度で放送が聞こえるよう
になります。
◆音声告知グループ放送について
　音声告知放送には、次のグループがあります。
　申し込み時から変更される場合は、市役所政策情報課までご連絡ください。

注：グループ登録可能数は、最大で「10」です。①、⑨は「2」と数えます。

※詳しくは、お問い合わせください。
問　政策情報課情報係（内線217）

「死んだ野鳥」を見つけたら

発行・失効停止日　２月27日㈮　
時間　午前10時～午後２時頃
　サービス提供設備の更新作業のた
め、住民基本台帳カードの発行、電
子証明の発行・失効が出来ませんの
でご注意ください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
問　市民課窓口係（内線236）

住民基本台帳カード・電
子証明の発行・失効停止

2011年７月24日までに地上
デジタル放送に完全移行
　現在放送されている地上アナロ
グテレビ放送は、平成23年（2011
年）７月24日までに終了となり、地
上デジタルテレビ放送に完全移行と
なります。
　市内においても、地上デジタルテ
レビ放送が視聴可能となっています
が、現在、アナログ放送が視聴可能
な場所においても、条件によっては
デジタル放送を視聴できない場合が
ありますので、早めの対応をお願い
します。

　なお、地上デジタルテレビ放送の
受信には、地上デジタルテレビ放送
対応受信機を用意するだけでなく、
アンテナ工事が必要な場合や、共同
受信施設の改修が必要な場合もあり
ます。
　地上デジタルテレビ放送の視聴方
法や受信に関する相談など、詳しく
は、直接お問い合わせください。
問　総務省地上デジタルテレビジョ
　　ン放送受信相談センター
　　☎０５７０（07）０１０１

　野生の鳥は、餌が採れずに衰弱したり、環境の変化に
耐えられず死んでしまうこともあり、体内や羽毛などに
細菌や寄生虫などの病原体を保有していることがありま
すので、死んだ野鳥は素手で触らないようお願いします。
　また、鳥インフルエンザウイルスは、感染した鳥との
濃密な接触などの特殊な場合を除いて、通常では人には
感染しないと考えられています。
　同じ場所で、たくさんの鳥が死んでいるのを発見した
ら、連絡をお願いします。
問　農政課耕地林務係（内線251）

学校体育施設開放
利用団体募集
　平成21年度の市内小中学校体育施
設の開放事業利用団体を募集します。
受付期限　３月２日㈪　午後５時
対象団体　市内に在住、在勤、在学
する者で組織し、かつ満20歳以上の
の責任者および管理指導員として従
事することのできる者を有するスポ
ーツ団体
利用施設　市内の各小中学校の体育館
利用時間　①平日…午後６時～10時
②土・日、祝日…午前９時～午後10時
※学校行事等や施設工事がある場合

は利用できませんので、あらかじ
め了承のうえ申請をしてください。

使用料　１時間あたり200円(照明料)
※申請方法など、詳しくは直接お問

い合わせください。
問　スポーツ振興課振興係（内線３６４）

第４回市民ソフトバレー
ボール大会参加者募集
期日　３月13日㈮
時間　開会式…午後６時45分～
　　　ゲーム開始…午後７時～
会場　市民体育館
競技部門　①一般女子の部、②男女
混合の部、③ファミリーの部
※③の参加チームが少数の場合、②

と種目を統合して競技を行いま
す。

チーム編成条件等
①市内に在住、在勤、在学
　する方で構成すること。
②選手および交代要員
　を含め、８名以内
　とすること。
③１人で２チーム以上に参加するこ

とはできない。
④男女混合の部は、女性２名以上が

プレーすること。
⑤ファミリーの部は、30歳以上の男

女各１名、小学生以下（性別問わ
ず）２名がプレーすること。

参加費　無料
申込締切　３月４日㈬　午後５時
※申込方法など、詳しくは直接お問

い合わせください。
問　スポーツ振興課振興係（内線３６４）

競技・指導者のメンタル
トレーニング講習会
　中野市体育協会では中野市・信濃
グランセローズの共催により、「メ
ンタルトレーニング」講習会を開催
します。
期日　３月15日㈰
時間　午後３時30分～５時（予定）
会場　中野地域職業訓練センター
（多目的ホール）
講師　山梨大学教育人間科学部
　　　教授　遠藤俊郎 氏
内容　精神的に
強いチーム、強
い選手を育てる
ために、必要な
メンタルマネジ
メントとメンタ
ルトレーニング
の実践について学習します。
対象者
①中野市体育協会および関連団体に

所属する者
②信濃グランセローズに所属する者
③メンタルトレーニングに興味のあ

る者
定員　60名
参加費　無料
申込期限　３月６日㈮
※定員になり次第締め切ります。
問・　　中野市体育協会事務局
（市民体育館内）☎（26）３５７２
問申

①定時放送・官公署 ②地区
③行政区 ④小学校
⑤中学校 ⑥高等学校
⑦市立保育園 ⑧中野商工会議所
⑨ＪＡ中野市・支所 ⑩ＪＡ北信州みゆき
⑪任意グループ（詳細は広報なかの 1 月号）

◆聴覚障害者向け端末機について
　障害者手帳（聴覚障害）所有の方の世帯に、緊急地震速報受信時
に「光」で知らせる「ストロボ対応型音声告知端末機およびストロボ」
を無償貸与いたします。詳細は、福祉課から送付しました書類（希
望調査）をご覧いただきますようお願いします。
◆事業所の音声告知端末機について
　事業所への音声告知端末機については、当初実費負担としており
ましたが、申し込みいただいた事業所には１台を無償貸与いたしま
す。（引込線と建物内配線費用は実費負担です。）
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3月2日㈪は平成20年度国民健康保険税第８期と固定資産税・都市計画税第４期の納期限です。お忘れなく。

　　　　　　　　　　　　　　▼オオイチモンジ
　　　

▲オオルリシジミ
問　長野県自然保護課自然保護係
　　☎０２６（235）７１７８（直通）

長野県希少野生動植物保護監視員（無脊椎動物対象）募集
　県では県内に生息、生育する野生動植物を保護するた
め監視員を募集しています。
　応募条件など詳しくは、お問い合わせください。
業務内容　希少野生動植物のうち、オオルリシジミやオ
オイチモンジなど無脊椎動物の保護監視等を行ない、定
期的に監視指導状況を報告します。
委嘱期間　平成21年４月１日～平成24年３月31日
募集期限　２月16日㈪
報酬　無報酬

長野県内の最低賃金のお知らせ
　最低賃金制は、法律に基づき、国が賃金の最低額を定
め、使用者は、その金額以上の賃金を労働者に支払わな
ければならないとされている制度です。
　長野県内の事業場で働く全ての労働者と労働者を１人
でも使用している全ての使用者に適用される「長野県最
低賃金」と、特定の産業に対し定められている「産業別
最低賃金」が改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　なお、対象となる賃金は、通常の労働時間・労働日に

対応する賃金で、臨時に支払われる賃金、精皆勤手当、
通勤手当および家族手当などは含まれません。
長野労働局ホームページ
http://www.nagano-roudoukyoku.go.jp
▼長野県最低賃金

問　中野労働基準監督署　☎（22）２１０５
　　長野労働局賃金室　☎０２６（223）０５５５

期日　3月5日㈭
時間　午後１時～４時３０分
会場　メトロポリタン長野
対象者　平成22年3月以降大学等卒
業予定学生、家族
参加企業　114社（予定）
問　きたしなの職業安定協会
　　☎０２６９（62）２１６２　

北信地域
「合同企業説明会」

　ひな市１カ月前プレイベントと、
近隣５市町で開催の「ぶらり北信濃
ひな巡り」オープニングを合同開催。
期日　３月１日㈰
時間　午前11時～午後１時
会場　中野陣屋・県庁記念館ほか
内容　「アート中野土人形絵ロード」
完成お披露目、高橋まゆみ先生の新
作発表、各イベント紹介
問　信州なかの観光協会
　　☎（23）２２１１

中野ひな市プレイベント

　２月は、「相続登記はお済みです
か？」月間です。
　県下全ての司法書士事務所で無料
相談を実施します。
　司法書士が、相続登記、高齢者等
の財産監理に関する相談をお受けし
ます。
　この機会にお近くの司法書士事務
所をお訪ねください。
期間　２月27日㈮まで
　　　（土、日、祝日は除く）　
時間　午前９時～午後４時
場所　県下の各司法書士事務所
ホームページ
http://www.na-shiho.or.jp/
問　長野県司法書士会
　　☎０２６（232）７４９２

忘れていませんか？
相続登記

　昨年、１年間の市内に誕生した赤ちゃんは、３71人でした。
　これからの中野市を担う、たくさんの赤ちゃんが誕生し、名前を授かりました。

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　３月7日㈯
時間　午後１時～4時
会場　市民会館44号会議室
相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９(62)２３０２

　「心がつくる人生」をテーマに、
心豊かな人生を送るために、”心づ
かい”について考えてみませんか？
　皆さんの参加をお待ちしています。
期日　２月15日㈰
時間　午前10時～午後３時３０分
会場　中央公民館３階講堂
講師　（財）モラロジー研究所
福田勝美先生、眞柄俊夫先生
参加費　1,500円（昼食代含む）
主催　（財）モラロジー研究所
後援　市教育委員会、文部科学省他
問　中野モラロジー事務所・篠田
　　☎・ＦＡＸ（22）２３３９

モラロジー生涯学習セミナー

消防団員募集
　あなたの大切な人、地域を守るた
め、あなたも入団しませんか？
消防団とは、①消防団員は、特別職
の地方公務員です。②火災や大規模
な災害が発生した時に、住民の皆さ
んにもっとも身近で、地域に密着し
た消防機関として、火災防御活動に
従事します。③地域においては、自
主防災会や住民の皆さんの防火・防
災におけるよきリーダー的な立場に
あります。④消防団協力事業所表示
制度が発足したことに伴い、表示証
交付事業所からの出動も可能になり
ました。
消防団に入団するには、志操堅固で
身体強健であれば大歓迎です。（男
女問いません）
問　消防課消防係　
　　☎（22）３３８６

入学資格　おおむね60歳以上の県内
在住の方で、学習意欲が旺盛であり、
積極的に社会参加を目指される方。
募集定員　70名（北信学部）
受講期間　2年間（年間15日間）
会場　主に飯山市公民館
内容　生きがいと健康づくり、社会
参加活動を積極的に行うための幅広
い分野の学習・実践ができる講座。
授業料等　年4,000円（予定）
（他に教材費の一部など経費負担有）
募集期限　2月27日㈮
問・　　北信地方事務所福祉課
　　　　☎（23）０２０７

長野県シニア大学
北信学部学生募集

問申

入学資格　おおむね50歳以上の県内
在住の方で、積極的に社会参加活動
を行う意欲のある方。
募集定員　30名
受講期間　１年間（年間15日間）
会場　主に飯山庁舎
内容　企画力、自己表現力、合意形
成力、実践力などを養うための講座。
授業料等　年1,000円（予定）
（他に教材費の一部など経費負担有）
募集期限　2月27日㈮
問・　　北信地方事務所福祉課
　　　　☎（23）０２０７

長野県地域いきいき
実践塾受講生募集

問申

　北信６市町村の農業を発展させる
糸口をつかむため講演会を行います。
期日　2月19日㈭
時間　午後２時（午後１時３０分開場）
会場　中央公民館３階講堂（入場無料）
演題　元気な農業で自分起こしを
講演者　遠藤英雄さん（福島県喜多
方市　遊喜グループ代表）
問　農業委員会事務局（内線322）

農業を発展させる講演会

●出生月
男の子 女の子

１位 ４月 （24人） １位 ６月 （19人）
２位 ６・８・11月 （21人） ２位 １月 （18人）
５位 １月 （18人） ３位 ５・９・10月 （21人）
●出生区（行政区）

男の子 女の子
１位 岩船 （18人） １位 上小田中 （15人）
２位 上小田中 （15人） ２位 西条、岩船 （13人）３位 吉田、東吉田 （14人）

住民基本台帳より調査(平成20年１月１日～12月31日出生、平成21年1月1日現在)

※前回（平成19年生）の１位：こうき・はると・ゆうき（男の子）、あおい・みく（女の子）

2008命名 ランキング

●名前（かな）
男の子 女の子

１位 ゆうき １位 ほのか、りんか
２位 そうた ３位 ひより、ゆい

３位 かい、こうせい、はると、
ひろと、ゆう ５位

しおり、そら、はるか、
まな、みゆ、めい、ゆうか、
ゆずき、ゆずは

　産業公社では、ぶどう農家で房切
作業（６月）を手伝っていただくお
手伝いさんを紹介する事業について
の説明会を開催します。
　なお、ＪＡぶどう部
会の皆さんには、ＪＡ
ぶどう部会が別途開催
します。
期日　２月２６日㈭
時間　①午前１1時～　
　　　②午後１時３０分～
会場　中央公民館２階教室
対象者　市内のぶどう農家
問　（財）中野市産業公社　
　　☎（22)２１１１（内線303）

ぶどう農家の皆さんへ

改正時間額 改正前時間額 引上額 引上率 効力発生日
680円 669円 11円 1.64% 平成20年10月16日



市役所☎２２－2111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

平成21年２月号25 平成21年２月号 24

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　２月10日㈫、３月10日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　３月19日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

館収蔵民具展　「くらしと文化」
3月22日㈰まで
館蔵する民具の中で、生活道具および生業に関する
道具を中心に展示しています。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人の姿を描いた作品を展示しています。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

第11回長野五輪記念ピンバッチ・グッツ展
２月22日㈰まで　
〔アート中野土人形絵ロード〕参加作品展
２月11日㈬～22日㈰
東蘭芳教室書道展
２月25日㈬～３月１日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金任意加入制度があります
－あなたも年金を増やしませんか－

 任意加入の対象者は？ 
　次の①～③のすべての条件を満たす方が「任意
加入」の対象者となります。
①国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない方
③20歳から60歳までの年金保険料納付月数が480月
　未満の方
 加入した後は？ 
　保険料を納めます（納付方法は原則口座振替に
なります）。納付月数が480月に達するか65歳に
なると資格喪失します。任意加入を希望される方
は、年金手帳、預貯金通帳および届出印を持って
市役所国民年金窓口で手続きをしてください。
　保険料の納付は口座振替がお得です！
　口座振替で１年度分の前納を希望される方は、
２月末日までに口座をお持ちの金融機関・郵便局
または社会保険事務所にてお申し込みください。
問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

◎選ぶきっかけ「カーボンフットプリント」
　経済産業省では商品の原
材料の調達、製造、流通な
どで排出される二酸化炭素
（ＣＯ２）が一目で分かる
マークを表示する「カーボ
ンフットプリント制度」を
検討しています。
　温室効果ガスの削減に向けた取り組みの一環で
「炭素の足跡」とも呼ばれています。
　この制度はＣＯ２排出量を商品などに直接表示
することから「見える化」を進める手段としても
注目され、商品が環境に与える影響をわかりやす
く消費者に伝えることで、環境への負荷が少ない
商品を選ぶきっかけとなり、企業のＣＯ２排出削
減を促す効果が期待されています。
◎「高くても買います！」１０人のうち９人
　農林水産省のアンケート調査によると「カーボ
ンフットプリント」の認知度は26％と低いのです
が、関心は非常に高く94％となっています。
　また、表示するために必要な経費を商品価格に
上乗せしても91％の方が容認するとしています。

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★鏡台★ピアノ★電動自転車★中古ノーマ
ルタイヤ★電動車イス★拡大読書機★天ぷら鍋★味
噌桶★人形ケース★オルガン★洋風リビングこたつ
（イス４脚、こたつ布団付）★スチームオーブンレ
ンジ★小動物用ケージ★編み機

★ノートパソコン★ＤＶＤプレーヤー★カラーボッ
クス★バドミントンラケット★スキーセット(子供
用)★掃除機★車いす★８ミリビデオカメラ★人
形ケース★自転車★冷蔵庫★園芸用アルミ三脚★
加湿器★電子ピアノ★アコースティックギター★
編み機

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(１月26日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,104 人 ( － 18)
男 22,244 人 ( ＋ 5)
女 23,860 人 ( － 23)

世　帯 15,065 戸 ( ＋ 1)
平成21年1月１日現在　(国勢調査を基に推計)

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

ご寄付　ありがとうございました

●ふるさと寄附金　市長が選定する政策のため
 フリーマーケットの売上金　現金　54,460円
　＜㈱ミズケン水和会　様＞

●文化振興のため　現金　500,000円
　＜赤岩　藤澤　近存　様＞

●歴史民俗資料館の展示および収蔵資料として
　皮脚絆１点　戦中鞄２点
　＜匿名希望＞

●福祉・子ども達の未来のため　
　第２回アジトフットサルカップ　大会参加費

の一部　現金　16,000円
　＜CUT＆COLOR　AJITO
　玉木　千秋　様＞



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　外で遊んだり、車のおもちゃ
で遊ぶことが大好きです。好き
な食べ物は納豆、ノリ、魚です。
明るく、思いやりのある優しい
子に育ってほしいと思います。
（宮本一男・ひとみさん　豊津）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成21年２月５日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／２月17日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年10月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で
就学前の１年間(保育園、幼稚
園の年長児)
第４期＝高校３年生に相当す
る年齢の者（18歳になる年度
の１年間）
※毎月実施しています(無料)の

で、接種される前月に実施医
療機関へ予約してください。

平成21年２月号 26

マタニティクラス
期日／３月６日㈮
時間／午前１０時～１１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／母乳栄養と乳房管理、交流会

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

<中野保健センター>
３月２日㈪…日野、延徳、平野、
　　３日㈫…高丘、長丘、平岡、
　　　　　　科野、倭、豊田
　　　　４日㈬…中野
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児
（20～56日の間隔で３回接種） 
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の

幼児（Ⅰ期初回終了後12～18
か月に１回）

※７歳６か月未満まで接種可能

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／３月６日㈮
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯予防とアゴの発育の話、
　　　離乳食の話、試食

宮本　櫂
かい

くん

【受付時間が変わりました】

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

２月17日㈫ 20年10月生まれ

７か月
健　診 ２月18日㈬ 20年６月生まれ
１　歳
６か月
健　診

２月20日㈮ 19年７月生まれ

２　歳
健　診 ２月16日㈪ 19年１月生まれ
３　歳
健　診 ２月19日㈭ 18年１月生まれ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

乳幼児健康診査
【受付時間が変わりました】

歯周病チェックリスト

はたちの献血キャンペーン
　新たに成人になる「はたち」の皆
さんを中心に献血を実施しています。
期間／2月28日まで
問い合わせ先／長野県赤十字血液セ
ンター　☎０２６（２２８）１４１４

小児救急電話相談
「＃８０００」ご利用ください

「こどもの救急」をご活用ください

　子どもの夜間の急な病気やけがの相談
に経験豊富な看護師などが応じます。
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話

の場合は☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

　夜間や休日など診療時間外に、受診
すべきか判断する目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。救
急外来の受診前にご確認ください。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

　自覚症状がなくても、歯周病の可
能性があります。下記のような症状
に心当たりはありませんか？
　1つでも思い当たる方は、早め
に歯科医院をお訪ねください。

□　歯磨きの時、歯ぐきから血
　　が出る
□　歯ぐきのふちが赤い
□　歯石がついている
□　歯ぐきがはれぼったい
□　冷たい物や熱いものが歯に
　　しみる
□　歯と歯の間に食べ物が良く
　　はさまる
□　朝、口がねばねばする
□　歯磨きのとき歯ぐきが痛む
□　歯がのびてきた
□　歯がはなれてきた
□　歯並びが変わってきた
□　歯ぐきを押すと白いうみが
　　出る
□　硬い物がかみにくくなった
□　糖尿病にかかっている

（協力　中高歯科医師会）



１　ふるさと北信濃



ふるさと北信濃　２



３　ふるさと北信濃



ふるさと北信濃　４



中野市公民館報

2009
No.47
(通巻No.579)2

発行
　中野市中央公民館
編集
　文化なかの編集委員会
〒383-0025
中野市三好町一丁目4番27号
　TEL 0269-22-2691
　FAX  0269-26-2342

～真剣にものづくりをしている子どもたち～
　

豊
田
公
民
館
は
、
１
月
10
日
（
土
）
、

も
み
じ
荘
で
「
も
の
づ
く
り
」
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
「
も
の
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く
り
」
と
は
、

ミ
ズ
キ
の
枝
に
農
作
物
の
形
を
し
た
米
粉

の
だ
ん
ご
を
飾
り
、
作
物
の
豊
作
を
願
う

行
事
で
す
。

　

当
日
は
「
信
州
中
野
ふ
る
さ
と
交
流

団
」
の
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
20
人
の
参
加
者
が
、
懐
か
し
み

な
が
ら
真
剣
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
講
師
の
作
っ
た
さ
さ
げ
、
ま

ゆ
玉
な
ど
の
出
来
栄
え
に
大
喜
び
。
講
師

に
習
い
な
が
ら
一
緒
に
「
も
の
づ
く
り
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
あ
ま
り
作
ら
れ
な
く
な
っ
た

「
も
の
づ
く
り
」
で
す
が
、
地
域
の
伝
統

行
事
を
大
事
に
し
、
い
つ
ま
で
も
後
世
に

残
し
た
い
も
の
で
す
。

あおぞら
　

今
年
も
受
験
の
季
節
が
や

っ
て
き
た
。
試
験
な
ど
は
社

会
人
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

も
う
関
係
な
い
と
安
心
し
て

い
る
大
人
は
多
い
。
だ
が
自

由
を
謳
歌
し
、
不
摂
生
し

て
い
る
人
は
遅
か
れ
早
か
れ
、

ま
た
、
こ
の
試
練
を
味
わ
う
こ
と
に

な
る
。
四
十
代
い
や
三
十
代
前
か
ら

あ
る
試
験
に
備
え
て
、
生
活
習
慣
を

改
め
て
お
い
た
ほ
う
が
無
難
だ
。

　

そ
の
試
験
の
名
は
「
健
康
診
断
テ

ス
ト
」
ま
た
は
「
人
間
ド
ッ
グ
」
。

必
修
科
目
は
血
圧
、
血
糖
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
内
臓
脂
肪
に
レ
ン
ト
ゲ

ン
だ
。
バ
リ
ウ
ム
、
胃
カ
メ
ラ
、
CT

は
選
択
科
目
。
少
し
で
も
成
績
が

悪
い
と
「
何
と
か
予
備
軍
」
と
か

「
何
々
症
候
群
」
と
レ
ッ
テ
ル
貼
ら

れ
、
予
備
校
（
病
院
）
へ
通
う
。
さ

ら
に
赤
点
な
ど
と
っ
て
し
ま
え
ば
合

宿
（
入
院
）
す
る
羽
目
に
な
る
。

　

他
人
事
で
は
な
い
。
私
も
昨
年
、

赤
点
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で

病
気
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
好
き
な
だ

け
吸
っ
て
飲
ん
で
食
べ
て
、
や
り
た

い
放
題
だ
っ
た
。
努
力
と
忍
耐
を
惜

し
ん
だ
結
果
は
思
い
の
ほ
か
厳
し
か

っ
た
。
そ
れ
以
来
、
禁
煙
、
運
動
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
健
康
の
こ

と
を
四
六
時
中
意
識
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
「
健
康
」
と
い
う
「
資
格
」

を
取
る
た
め
に
受
験
勉
強
は
一
生
続

け
る
つ
も
り
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
草
食
人
）
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そ
う
だ
！

公
民
館
へ
行
こ
う

豊
田
公
民
館

「
も
の
づ
く
り
」講
座

真剣なまなざし
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平
成
３
年
の
開
館
以
来
、
地
域
の
真

ん
中
の
西
部
公
民
館
は
、
個
性
豊
か
な

先
輩
職
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
心
の

拠
り
所
と
し
、
学
び
、
語
り
合
い
、
生

活
に
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
自
然
に
集
ま
っ
て
く
る
親

子
、
児
童
や
生
徒
た
ち
、
利
用
団
体
や

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
元
気
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
民
館
講
座
も
生
活
課
題
を
み
つ

め
、
ニ
ー
ズ
を
模
索
し
な
が
ら
様
々
な

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
家
庭
教
育
学
級
に
参
加
す

る
親
子
が
多
い
公
民
館
で
す
。
そ
の
講

座
の
中
か
ら
「
親
子
で
楽
し
む
音
楽
と

遊
び
の
ひ
ろ
ば
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　
従
来
の
講
師
や
公
民
館
主
導
に
よ
る

ス
タ
イ
ル
を
一
新
し
、
専
門
委
員
の
企

画
立
案
で
講
座
の
内
容
を
充
実
さ
せ
ま

し
た
。
親
子
が
向
か
い
合
っ
て
の
ボ
ー

ル
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
楽
器
づ
く

り
、
紙
芝
居
な
ど
毎
回
メ
ニ
ュ
ー
を
変

え
、
受
講
者
の
要
望
に
応
え
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。
飽
き
ず
、
固
ま
ら

ず
、
楽
し
く
、
愉
快
に
と
、
参
加
者
・

講
師
・
専
門
委
員
が
一
体
と
な
っ
た
講

座
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
は
、
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
「
親
が
親
に
」

そ
し
て
「
子
が
子
に
」
な
る
た
め
の
学

習
の
充
実
を
図
り
、
地
域
全
体
で
学
習

機
会
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
親
が
子
か
ら
学
び
、
子
が
親
か
ら

学
び
、
そ
し
て
仲
間
同
士
の
親
と
子
が

学
び
あ
う
環
境
づ
く
り
の
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
「
親
と
子
の
育
ち
の

場
」
と
し
て
の
役
割
や
機
能
を
発
揮
で

き
る
よ
う
な
公
民
館
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
北
部
公
民
館
は
、
北
部
地
域
（
平

岡
・
長
丘
・
科
野
・
倭
）
の
１
中
学

校
・
４
小
学
校
を
区
域
と
し
、
昭
和
62

年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
高
社
山
の
麓
、
目
の
前
に
は
夜
間
瀬

川
が
流
れ
、
平
成
橋
の
た
も
と
赤
岩
側

に
あ
り
ま
す
。
水
稲
や
ぶ
ど
う･

り
ん

ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　
そ
ん
な
地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
北

部
公
民
館
で
は
、
親
子
体
験
教
室
「
あ

る
あ
る
探
険
隊
」
と
い
う
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
児
童
と
保
護
者
を
対
象
と
し
、
田
植

え
か
ら
収
穫
ま
で
の
一
連
の
稲
作
、
笹

も
ち
づ
く
り
や
も
の
づ
く
り
の
伝
統
行

事
、
鳥
・
植
物
の
観
察
や
河
原
遊
び
と

い
っ
た
自
然
体
験
な
ど
を
行
っ
て
ま

す
。

　
子
ど
も
同
士
親
子
、
指
導
者
の
方
々

ま
で
、
学
校
や
世
代
を
こ
え
た
交
流
を

図
り
、
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
稲
作
や
伝
統
行
事
体
験
の
指
導
者

は
、
赤
岩
Ｍ
21
と
い
う
農
業
者
中
高
年

の
会
で
す
。
も
ち
米
や
そ
ば
栽
培
、
錦

鯉
の
飼
育
な
ど
の
ほ
か
、
秋
に
は
そ
ば

を
打
っ
て
収
穫
祭
を
行
う
な
ど
、
昔
な

が
ら
を
大
切
に
し
て
い
る
、
元
気
な
お

じ
さ
ん
達
の
集
ま
り
で
す
。
こ
の
会
の

全
面
的
支
援
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
講

座
と
言
え
ま
す
。

　
本
年
度
で
６
年
目
を
迎
え
、
北
部
公

民
館
の
名
物
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
来

年
度
も
同
様
に
開
催
し
ま
す
。
親
子
で

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
、
そ
し
て
仲
間
づ

く
り
に
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

い
つ
で
も
誰
で
も    

～
西
部
公
民
館
～

さ
あ
！
探
検
し
よ
う 

～
北
部
公
民
館
～

専門委員による紙芝居

公民館へ行こう

泥んこになっても楽しい、初体験の田植え
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特 集
　
豊
田
公
民
館
は
、
豊
田
地
域
に
あ
る

公
民
館
で
す
。
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
９
年
３
月
に
開
館
し
て
12
年

目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
20
年
に
は
、
主

催
行
事
と
し
て
球
技
大
会
、
文
化
祭
、

文
化
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
を
通
じ
年
齢
層
に
合
わ
せ

た
講
座
が
組
ま
れ
、
地
域
住
民
の
サ
ー

ク
ル
の
練
習
、
発
表
の
場
と
し
て
開
放

し
て
い
ま
す
。

　
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
様
々

な
講
座
で
す
。
地
域
の
特
色
や
伝
統
の

文
化
な
ど
を
生
か
し
た
講
座
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　
話
題
の
講
座
も
取
り
入
れ
、
曜
日
、

時
間
帯
を
考
慮
し
て
沢
山
の
方
に
受
講

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
人
気
の
講
座
は
、
健
康
志
向
、
乳

幼
児
向
け
、
趣
味
な
ど
様
々
で
す
。

　
移
動
観
覧
席
405
席
を
備
え
た
多
目
的

ホ
ー
ル
が
併
設
さ
れ
お
り
、
各
種
団
体

の
講
演
会
、
発
表
会
と
多
く
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
議
室
も
あ
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日

時
、
時
間
に
よ
っ
て
は
、
空
い
て
い

る
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
当

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
ホ
ー
ル
の
使
い
方
で
面
白
か
っ
た
の

は
ド
ミ
ノ
倒
し
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様

の
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

映
画
館
、
紙
飛
行
機
飛
ば
し
、
手
の
平

に
乗
る
小
型
ヘ
リ
の
競
技
な
ど
も
面
白

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
公
民
館
を
上
手
に
利
用
し
て
み
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
中
野
市
の
公
民
館
活
動
は
戦
後
、
地

域
と
一
帯
と
な
っ
て
社
会
教
育
を
普
及

し
、
そ
の
実
践
の
場
と
な
っ
た
の
が
、

中
央
公
民
館
で
す

　
現
在
、
地
域
密
着
型
の
北
部
・
西

部
・
豊
田
公
民
館
が
あ
る
な
か
で
、
中

央
公
民
館
は
、
成
人
式
や
国
際
交
流
の

つ
ど
い
、
総
合
文
化
祭
な
ど
中
野
市
の

公
民
館
全
体
の
行
事
か
ら
、
「
万
葉
集

を
読
み
味
わ
う
」
な
ど
の
独
自
の
講
座

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
街
地
に
あ
る
公
民
館
と
い
う
こ
と

で
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
ひ
な
市
や
祇
園
祭
と
い
っ
た
伝
統

的
な
祭
り
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

作
っ
た
「
灯
籠
び
な
」
「
黒
姫
り
ゅ

う
」
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
様
々
な
利
用
者
団
体
の
方
々

が
、
盛
ん
に
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
な
？
ど

こ
に
聞
け
ば
い
い
の
か
な
？
」
と
思
っ

た
時
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。

　
公
民
館
は
「
集
う
」
場
所
な
の
で
、

４
公
民
館
の
ど
こ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
色
々
な
話
を

職
員
に
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
楽
し
み
に

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

上
手
に
利
用
を 

　
　
～
豊
田
公
民
館
～

学
び
の
ス
テ
ー
ジ
　
～
中
央
公
民
館
～

そうだ！中野市の
公民館

バードウォッチング教室は子どもに大人気

新成人を祝う成人式 「5 月 4 日みどりの日」

自作の「黒姫りゅう」で祇園祭に参加！



４

　
現
小
田
中
神
社
の
前
身
は
春
日
社

で
あ
る
。こ
の
春
日
社
は
高
梨
氏
と
か

か
わ
り
を
持
つ
。小
田
中
神
社
の
由

来
書
に
よ
る
と「
高
梨
氏
の
馬
場
先

の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

」と
記
さ
れ
て
い
る
。「
馬ば

場ば

」

と
は
武
士
が
乗
馬
や
弓
矢
を
射
る
練

習
を
す
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
。

　
高
梨
氏
の
居
館
、
小
館
の
南
、
四

方
が
八
町
の
馬
場
が
あ
り
、
そ
の
南

端
の
位
置
に
春
日
社
が
あ
り
、
馬
場

を
守
る
社
と
し
て
高
梨
氏
か
ら
崇
め

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
小
田
中
の
観
音
堂
墓
地
の
東
側
を

通
り
、
春
日
社
の
西
側
を
ぬ
け
、
馬

場
の
中
間
あ
た
り
で
東
へ
折
れ
る
と

如
法
寺
へ
通
じ
、
方
八
町
の
南
西
隅

に
は
諏
訪
社
も
あ
っ
た
。
諏
訪
社
も

高
梨
氏
が
崇
拝
す
る
社
で
あ
る
。

　
寛
文
期
（
一
六
六
一
～
七
二
）
に

書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
高
梨
城
下
絵

図
を
見
る
と
、
居
館
の
南
に
「
馬
場

方
八
町
」
と
書
か
れ
、
そ
の
正
面
に

春
日
社
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

春
日
社
の
西
側
は
侍
屋
敷
、
居
館
を

取
り
囲
む
よ
う
に
東
、
西
、
北
側
に

侍
屋
敷
、
北
東
の
位
置
に
王
日
神
社

が
あ
る
。

　
こ
の
春
日
社
の
周
囲
を
詳
細
に
調

べ
て
み
る
と
、
土
塁
が
四
方
に
積
ま

れ
て
い
る
。
と
く
に
北
側
は
碑
や
小

石
を
中
心
に
盛
り
上
げ
て
あ
る
。
南

北
の
土
塁
約
55
㍍
、
南
側
は
現
在
、

道
に
な
っ
て
い
る
の
で
土
塁
の
状
態

は
さ
だ
か
で
は
な
い
。
こ
の
社
の
敷

地
全
体
は
擂
鉢
状
に
な
っ
て
い
る
。

　
高
梨
氏
が
中
野
氏
を
滅
ぼ
し
、中
野

に
拠
点
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
永

正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
〇
）
の
初

期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
土
塁
は
高

梨
氏
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
春
日
社
は
小
田
中

郷
の
産う

ぶ

土す
な

神
を
祀
る
社
で
あ
る
と
同

時
に
、
万
一
の
場
合
は
高
梨
氏
の
砦
と

し
て
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　 

　
　 

　
　
（
松
沢
邦
男
）

　
下
小
田
中
分
館
は
中
野
市
街
地
の

東
南
部
に
隣
接
し
約
450
世
帯
あ
り
ま

す
が
、
半
数
以
上
は
住
宅
団
地
・
ア

パ
ー
ト
群
、
そ
し
て
昔
か
ら
の
集
落

が
混
在
し
て
い
ま
す
。
大
所
帯
の
た

め
、
な
か
な
か
全
戸
に
分
館
活
動
が

浸
透
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
分
館
事
業
は
年
間
を
通
じ
、
分
館

だ
よ
り
の
発
行
、
区
民
レ
ク
（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）
、
施
設
め
ぐ
り
、
市
民

祭
参
加
、
盆
踊
り
、
人
権
教
育
研
修

会
、
敬
老
会
、
文
化
祭
・
勤
労
感
謝

祭
と
事
業
を
毎
年
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
６
月
に
実
施
し
た
施
設
め

ぐ
り
は
「
さ
い
た
ま
鉄
道
博
物
館
と

川
越
散
策
」
を
日
帰
り
の
バ
ス
ツ
ア

ー
で
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
朝
６
時
30
分
出
発
、
高
速
道
路
に

入
り
揺
れ
も
安
定
し
た
７
時
に
乾
杯

の
音
頭
で
酒
宴
の
開
始
。
な
ん
と
極

楽
な
気
分
。一
路
さ
い
た
ま
へ
。

　
鉄
道
博
物
館
で
は
皇
室
列

車
の
前
で
天
皇
・
皇
后
気
分
。

昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
は
別
腹
に

ギ
ャ
ル
曽
根
も
び
っ
く
り
。

川
越
の
時
の
鐘
や
昔
な
が
ら

の
駄
菓
子
屋
横
丁
の
散
策
で

手
を
組
む
微
笑
ま
し
い
老
夫

婦
。
帰
路
の
バ
ス
で
飲
ん
だ

ら
、
カ
ラ
オ
ケ
歌
い
た
い
の

声
、
許
可
す
る
。

　
な
ん
だ
か
ん
だ
で
過
ぎ
た
１
日
、

泥
酔
落
後
者
も
な
く
至
福
の
交
流
の

場
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
（
分
館
長
　
小
林
孝
夫
）

下小田中分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

小
田
中
の
神
社

編
集
委
員

　
だ
よ
り

至福の交流の場となった、日帰りバスツアー

　
毎
年
十
二
月
中
旬
の
日
曜
日

に
正
月
用
の
注
連
縄
作
り
を
す

る
の
が
三
十
年
以
上
も
前
か
ら

恒
例
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
小

沼
区
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
小
沼
区
の
み
な
ら

ず
各
地
で
行
わ
れ
る
講
習
会
の

講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
地
元
の
大
宮
誠
吉
さ
ん
と

小
林
家
和
さ
ん
の
お
二
人
で
、

大
宮
さ
ん
は
、
故
大
宮
武
一
郎

さ
ん
が
生
前
あ
ち
こ
ち
に
注
連

縄
作
り
の
講
師
と
し
て
出
か
け

ら
れ
た
際
に
お
手
伝
い
を
し
な

が
ら
覚
え
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
さ
す
が
講
師
二
人
は
手
際
よ

く
、
き
れ
い
で
早
く
仕
上
が
り

ま
し
た
が
、
参
加
し
て
ま
だ

二
、
三
年
目
と
い
う
方
も
お

り
、
な
か
な
か
上
手
く
い
か

ず
に
悪
戦
苦
闘
し
て
お
り
ま

し
た
。
ヨ
リ
や
長
さ
の
調
節

に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ

が
あ
り
教
え
て
い
た
だ
い
た

り
、
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
参
加
者
は
玄
関
に
飾

る
牛
蒡
じ
め
と
神
棚
に
張
る

大
黒
じ
め
の
二
つ
を
立
派
に

作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
は

編
集
委
員

　
だ
よ
り

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
「
自

分
の
手
作
り
」
に
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
校
の
年
末
年
始

休
み
に
、
桜
沢
、
新
保
の
子
供

た
ち
は
公
民
館
に
集
ま
っ
て
書

初
め
会
を
す
る
と
の
こ
と
で
桜

沢
に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
学
校
か
ら
の
お
手
本
の

な
い
一
、
二
年
生
は
、
三
年
生

用
の
お
手
本
で
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
作
品
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

公
民
館
に
飾
っ
て
区
民
の
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
く
の
だ
そ
う

で
す
が
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ど
ん
ど
焼
き
も
各

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
ほ
と
ん

ど
一
月
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
る
こ

れ
ら
の
伝
統
行
事
は
、
ぜ
ひ
今

後
も
続
け
て
、
後
世
に
伝
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｅ
・
Ｓ
）自分で作る「しめ縄作り」は魅力が一杯

伝
統
行
事



中
央
公
民
館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考
近代文学講座

「啄木の歌 妻の歌」 2/21㈯ 13:30～15:30  中央公民館
 講堂

 近代文学研究者		
 堀井 正子 先生

 ＜受講料＞無料
 ＜申込み＞不要

北
部
公
民
館

はじめての
デジカメ教室

 2/18㈬13:30～15:30
 2/25㈬13:30～15:30
 3/４ ㈬13:30～15:30
　 （全３回・水曜日）

 北部公民館  久保田　和由
　　　　　先生

 ＜定員＞ 20 名
 ＜受講料＞無料
 ＜持ち物＞デジカメ
 ＜申込み＞２月16日㈪まで

足裏からのトータルヒーリング

リフレクソロジー入門
 2/25㈬10:00～12:00
 3/ 4 ㈬10:00～12:00
      （全２回・水曜日）

 北部公民館
リフレクソロジスト
 山崎　美津子
　　　　　先生

 ＜定員＞ 10 名
 ＜受講料＞無料	
 ＜持ち物＞足の出しやすい
　格好、バスタオル・フェイ
　スタオル、飲物	
 ＜申込み＞２月16日㈪から

豊
田
公
民
館

親子ふれあい教室
スプリングコンサート

 3/1㈰14:00～15:30  豊田公民館  田中　裕美
　　　　　先生

 ＜受講料＞無料
 ＜内容＞			 
 　音楽鑑賞、音楽ゲーム等	
 ＜対象者＞	
　 未就学児～小学生とその
　 保護者

５ 文化なかの /09.2

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

展　　示 泉短歌会の 短 歌 展中央公民館　展示コーナー

クローズアップ 豊田 なかの21市民講座
演　題　豊田地域の地名と歴史
講　師　小林　修一　先生
日　時　２月 24 日（火）14：00 ～ 15：30
場　所　豊田文化センター
受講料　無料
申込み　不要　　　　

演　題　食育のすすめ
講　師　服部学園理事長・服部栄養専門学校校長
　　　　　服部　幸應  先生
日　時　３月 29 日（日）13：30 ～ 15：00
場　所　中央公民館　講堂
受講料　無料　　

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
分
館
報

が
住
民
の
も
っ
と
も
身
近
な
広

報
誌
と
し
て
、
多
く
の
方
に
読

ん
で
も
ら
え
る
館
報
づ
く
り
の

一
助
と
な
る
と
と
も
に
、
広
報

活
動
を
通
し
て
分
館
活
動
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
今
年
度
よ
り
、
過
去
の

実
績
を
加
味
し
「
ゆ
る
ぎ
な
い

強
さ
、
群
を
抜
い
た
す
ば
ら
し

さ
」
に
ユ
ー
モ
ア
を
含
め
た
、

特
別
枠
「
横
綱
賞
」
を
新
設
し
、

間
山
分
館
が
初
代
横
綱
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
栗
和
田
分
館

優  

秀  

賞
　
東
吉
田
分
館

　
　
　
　
　
東
　
町
　
分
　
館

努  

力  

賞
　
吉
　
田
　
分
　
館

　
　
　
　
　
安
源
寺
分
館

　
　
　
　
　
栗
　
林
　
分
　
館

企  
画  
賞
　
竹
　
原
　
分
　
館

　
　
　
　
　
田
　
上
　
分
　
館

　
　
　
　
　
金
　
井
　
分
　
館

二
年
連
続
　
最
優
秀
賞
　

栗
和
田
分
館
「
館
報
は
こ
や
ま
」

初
代
　
横
綱
賞
「
館
報
ま
や
ま
」

平
成
20
年
度
分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

 

横  

綱  

賞
　
間
　
山
　
分
　
館



ラ
ン
ド
セ
ル

　
　
日
々
背
負
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
指
を
折
る

　　　公民館報『文化なかの』  特集：そうだ！ 公民館へ行こう

印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

どんど焼き /大俣（小）

季節のコラム花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　
宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

どんど焼き /大熊（Snow）

霜
す
す
き
／
笠
原
近
辺
（
メ
タ
坊
）

　
暖
か
い
春
を
待
つ
気
持
ち
は
、
誰
で
も
同

じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
新
し
く
希
望
に
燃
え
て
、
小

学
校
へ
の
入
学
を
待
つ
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
、
待
ち
遠
し
く
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
の
毎

日
で
し
ょ
う
。

　
ま
だ
か
ま
だ
か
と
、
指
折
り
数
え
な
が
ら
、

春
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
子
供
た
ち
の
、
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

たそがれ /文化公園・浜津ヶ池（メタ坊）
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